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Panasonic 

取扱説明書操作マニュアル 

パーソナルコンピューター 

品き CF-31 シリーズ 


このたびはパナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにあ 
りびとラございます。 

取巧説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 








はじめに t BACK 2 NEXT 卡 

本書では 、 Windows 7 の初期設定を用いて説明しています。 

本書では名称等をじ(下のよラに表記しまず。 

•「 Windows ® 7 Professional 正規版（日本語版)」を 「 Windows 」 または 「 Windows ?」 と表記します。 


Windows Update について 


©(スター ト）-[すべてのプ□グラム ]- [Windows Upda 词 

-ドライバーをアップデートするかどラかのメッセージび表ちされることびありまずび、ドライバーのアップデートは 
行わないでください。ドライバーのアップデートび必要な場合は、鮮社のご相談窓□にご相談ください。 


Windows 7 について 


■ 音声と動画について 

• Windows の使用状況によっては、 Windows の起動時に音声び途切れることびありまず。起動時に音声び出ないよラに設 
定するには、次の手順を実行してください。 

① デスクトップをちクリックし、[個人設定]-[サウンド]をク U ックずる。 

感 [ Windows スタートアップのサウンドを再生する]か5チェックマークをがし、 [ OK ] をクリックずる。 

■ パソコン使用中にキーンという音が聞こえる 

これを改善するには、 USB の省電力機能の設定を変更してください。 

-次の手順で、 [ USB のセレクティブサスペンドの設定]を[有効]に設定してください。 

① @ (スタート）-[コント□-ルパネル]-[システムとセキュリティ]-[電源オプション]をクリックする。 

② 現在の電源プランの [ プラン設定の変更 ] をクリックする。 

③ [ プラン設定の編集]の [ 詳細な電源設定の変更]をクリックずる。 

④ [ 詳細設定]の [ USB 設定]をダブルクリックずる。 

⑤ [ USB のセレクティブヴスペンドの設定]をダブルクリックする。 

⑥ [バッテリー駆動]の設定を変更し、[電源に接続]を[有効]に設定する。 

⑦ [ OK ] をクリックし、[詳細設定]の画面を閉じる。 
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お知5せ 


• 繰り返し連続して巧さないでください。 

• フラットパッド、外部マウス、タッチパネルなどを操作しなび5巧さないでください。 

• Windows に□グオンずるまで、キー操作は行わないでください。ドライブ状態表ちランプ旨び消えるまでお待ちく 

ださい。セットアップユーティリティの画面では、 Fn+n. Fn+F2. のキ-操作のみ働さまず。 

• アプリケーシヨンソフトによっては働かない場合びありまず。 

• Windows に□グオンすると、ポップアップウインドウび表示されます。ただし、アプリケーシヨンソフトの状態に 
よっては表ちされない場合びあります。 


キ- 


機能 


ポップアップウインドウ 


西+日1 

FS+ 巧 1 


内部 LCD ①輝度調壁_ 

(而+円=下げる/ Fn+F2= 上げる） 




な+商 


画面の表示巧の切り曾え ぺ ージ） 


か部デイスプレイを接続してキーを巧すと、画面の表ち先を切り替えること 
びでをます。 

コンピューターのみ/複製/拡張/プ□ジェクターのみ 
-百を巧すまで切り替わ5ない場合びありまず。 


-包 + P を押してち同じ操作びでをまず。 


お願い 


• 画面表ちび切り替わるまで他のキーを巧さないで < ださい。 

• 次の場合はこの機能を使わないで<ださい。 

-外部ディスプレイび接続されていないとさ 
• DVD - Video や MPEG ファイルなどの動画を再生しているとき 
-ゲームを表示しているとを 


FS + i 4 ‘i 音声出力のオン/オフ 


お知5せ 


• 音声出力をオフにずると、ビープ音ち鳴0ません。 


オフ オン 

にユート） 

































キーの組み合わせによる操作 
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キー 

西+覃 

Fii+Fe* 


機能 


ポップアップウインドウ 


1 音■調壁 _ 

tn+F5= 下げる/ Fn+F6= 上げる) 


お知 5 せ 



• 音量を微調整するとさは、01を巧したまままたはを断続的に巧 
して < ださい。 

• ビープ 音および USB ポー トに接続している スピーカーには 働さません。 


Fn+F7 スリープ状態に入る （今 12 ぺ ージ） 

Fn+F8 Concealed Mode のオン/オフ 

LCD バックライト、 l _ ED 、 サウンド’2、無線電波 、 Backlit Keyboard 、 フアン 
のオン/オフを選択することびでをます。 


お知 5 せ 


• セットアップユーティリティの 「Concealed Mode 」 を「有効」に設定 
しておく必要びありまず。 （今 84ぺ ーン） 

• セットアップユーティリティの 「Concealed Mode 設定」で、どのデバ 
イスをオフにするかを選択でさまず。 （今 84ぺ ージ） 

• 西+西を連打ずると 、 Concealed Mode の切り替えびできないことび 
ありまず。オン/オフを切り曾える際は、4秒じ Lb 間隔を空けてくだ 
さい。 


Fn+FO バッテリー巧■確認 

(バッテリーパックが本体に装着されているとき) 


Fn+F10 休止状態に入る （今 12ぺ ージ) 


(今19ぺ ーシ） 


に oncealed Mode」 が「無効」に設定されている場合は、これ5の組み合わせは無効です。 

に oncealed Mode 設定」で「サウンド」を「オスに設定すると、スピーカーか5音は出ません。ただし、画面ち下の通知領域の 
り)） や、 [ デバイスの音量]の表示はミュート状態にはなりません。 





















キーの組み合わせによる操作 
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Hot key 設定 


次の2つの設定をすることびでをます。 

• Fn キー□ック 

@を巧した後、他のキーを巧すまで、 f 百び押された状態（□ック状態）になります。キーの組み合わせび巧しに< 
い場合に便利でず。 

•ポップアップウインドウの表お/巧表示 

1 Hotkey 設定プ□グラムを起動ずる。 

曾 （スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [ Panason 句- [ Hotkey 設定]をクリックずる。 

2 各項目を設定する。 

[Fn キーを □ ックずる ] 

• @を1回だけ巧ず場合 
の@を1回巧す。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧す。（□ック状態解除） 

• @を連続して使う場合 

① @を2回巧す。（□ック状態） 

③ 組み合わせる他のキーを巧す。（再度@を巧すまで□ック状態のままです。） 

[通知方法] 

[ Fn キーび巧されたときに音を鳴5す]’ 3 

[ Fn キーの状態を画面に表示ずる]:画面ち下の通知領域にある @ をクリックしたとさに、 Fn キーの状態を表示し 

ます。 

• 国: 西 □ック状態 
• 固: 西 □ック解除 

[ポップアップを 表示しない] 

ポップアップウインドウび表示されなくなりまず。 

3 [0 K ] をクリックする。 


お知5せ 


• Hotkey 設定は、ユーザーごとに設定でさまず。 


スピーカーがミュート状態になつていたり、 「Concealed Mode 設赶で「サウンド」を「オスに設定したりしている場 S ま、ビー 
プ音は鳴りません。 
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タッチパネル機能を使って、フラットパッドやマウスと同様の操作びできます。付属のスタイラスペンで画面の表面に触 
れて < ださい。 

詳しくは、 @ ( スタート）-[コント□-ルパネルい[八ードウエアとサウンド]-[ペンと タッチ]-[フリック]-[フリックの 
使い方の練習]をクリックしてください。 

• ちクリックずるには 


① スタイラスペンでちクリックの対象を指し続けるか、またはちクリックの対象を指しなび 5 「タッチポイン 



• 指または付属のスタイラスペンでタッチパネルを操作する 

タッチパネル機能を使ラとをは、必ず指または付属のスタイラスペンで表面に触れなび 5 操作してください。 

指やスタイラスペン L ソがの物（指のつめや金属、硬<て先のとびった物）でタッチパネルを操作ずると、表面に傷跡や 
巧れび付いて誤動作の原因になることびありまず。 

• 大さな力をかけずに操作する 

タッチパネルは軽く触れるだけで操作できまず。大きな力をかけると表面を傷つけることびあります。 


タッチパネルのお手入れ 


• タッチパネルびミちれたとさは、専用巧でふさ取る 

タッチパネルには専用の処理び施されていまずので、巧れは専用巧で簡単にふさ取ることびでさまず。簡単に巧れび落 
ちなければ、表面に息を吹をかけてか 5 ふさ取って<ださい。 

専用巧に水や;'容剤を染み込ませてふを取 5 ないでください。 

• LCD 画面清掃についてのお願い 

本機の LCD 画面は、屋外での視認性向上のため、低反射コーティングびされており、お取り扱いによっては傷つさや 
はがれび発生する可能性びありまず。そのため、本機には LCD をふくための専用巧を付属しておりまず。ご使用にな 
る前に L ソ下の説明をおずお読みください。 


• 指紋等の LCD 画面の巧れは、必ず付属の専用巧でふいてください。 
• 専用巧で LCD 画面 LU かをふかないでください。 








タツチパネル 
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<専用巧の使い方> 

-専用巧は乾いた状態で使用して<ださい。専用巧に水や薬品を付けないで<ださい。 

- LCD びめれた場合は専用巧で軽くふさ取ってください。 

-本機を使用する前に、 LCD 画面をふくことをお勧めします。 

- LCD 画面に付着した砂やほこりはあ 5 かじめ、専用巧の片面で軽くふき取っておいてください。この際、強くふき取 
ると砂やほこりで LCD の表面を傷つけることびありまず。 

次に、砂やほこりをふさ取った面と反対の面で、指紋等の巧れをふさ取ってください。砂やほこりをふさ取った後 
は、巧を洗濯（下記参照）して砂やほこりを取っておいてください。 

-巧びちれた場合は中性洗剤を使用して洗濯して<ださい。漂白剤、柔軟材の使用や煮沸消養をしないで<ださい。 

• パソコンの電源を切ってから清掃する 

電源を入れて画面を清掃すると、パソコンび誤動作を起こず原因になりまず。また、タッチパネルの巧れは電源び切れ 
ているとさの方び目立つため、清掃びしやずくなります。 

• 専用巧のミちれを洗い落とす 

専用巧の巧れは刺激の少ない洗剤で洗濯して<ださい。漂白剤やな地用柔軟剤（軟化剤）を使ったり、沸騰したお湯で 
専用巧を殺菌したりしないでください。 

ミちれた専用巧を使用すると、タッチパネルに巧れび付着ずる原因になりまず。 

• タッチパネル表面のひっかさ傷を防ぐため、次の項目を確認する 
• 指またはスタイラスペンでタッチパネルを操作しているか 
• 表面び巧れていないか 
• 専用巧び巧れていないか 
• スタイラスペンの先端び変形していないか 
• スタイラスペンの先端び巧れていないか 
• 指び巧れていないか 


タッチノ ネル操作時のま意事項 


• 表示領域のがに触れない 

タッチ! ネルで操作できる範囲は画面の表を領域内です。表を領域のかに触れると、誤動作したり傷び付いたりする原 
因になります。 

• タッチパネルに必要け上の力をかけない 

LCD をつかんでパソコンを持ち上げないでください。また、 LCD の上に物を載せないでください。このよラな取り扱い 
をすると、タッチパネルのガラス面や内部 LCD び破損ずることびあります。 
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• 気温び下びると操作時の応答速度び低下する 

パソコンを気温5で未満の場所で使用ずるとタッチ/ネルの応答速度び低下ずることびありますび、これは誤動作で 
はありません。/ ':ソコンび室温まで上びると応答速度は正常な状態に戻りまず。 

• 画面で触れた位置とは異なる位置へポインターびジャンプしたとさや、 LCD の解像度び変更された 
とさは、タッチパネルの補正（キャリブレーション）を実行する（下記） 


ツチパネルの補正（キヤリブレーシ 


標準ユーザーびを自の補正を実行する前に、管理ち権限で補正を実行してお<ことび必要でず。 


■ 管理者権限での補正 


だ知らせ 


• まず管理ち権限で Windows に□グオンしてか5、この補正を実行してください。 


1 [Tablet PC 設定]を起動ずる。 

® ( スタート）-[コント□-ルパネル ]- [八ードウエアとサウンド]- [Tablet PC 設定]をクリックします。 

2 [調整]をクリックする。 

3 画面上に"+ " マークが表示されるので、順番に触れる。 

■ ユー ザーごとの 補正 


お知5せ 


• ユー ザーごとに下記の補正（キャリブ レーシヨ ン）を実行してください。 

1 [Tablet PC 設定]を起動ずる。 

曾 （ スタート）-[コント□-ルパネル ]- [八ードウエアとサウンド]- [Tablet PC 設定]をクリックしまず。 

2 [調整]をクリックする。 

3 画面上に"+ " マークび表示されるので、順番に触れる。 











手書さユーテイリテイ <r BACK 9 NEXT ず 

フラットパッドやタッチパネルに、サインなどの簡単な文字や図形を描いて、ビットマップ形式 （. bmp ) のファイルとし 
て保をすることびでさまず。 


お願い 


• r 手書さユーティリティ」を起動しているとさは、ユーザーの簡易切り替え機能を使わないでください。 

• 市販のポインティングデバイス（マウスなど）のドライバーをインス!ルして、フラットパッドのドライバーを 
上書さすると、「手書さユーティリティ」は動作しません。 


お知5せ 


• ディスプレイの色数を変更すると、 r 手書さユーティリティ」の画面び乱れることびありまず。その場合は、画面ち 
下の通知領域にある因をクリックし、化をちクリックして[手書きユーティリティの終了]をクリックした後、再度 
「手書さユーティリティ」を起動してください。 

• 他のアプリケーシヨンソフトを同時に実行していると、 r 手書さユーティリティ」で正しく描画でをないことびあり 
ます。その場合は、他のアプリケーシヨンソフトを閉じてください。 


r 手書きユーティリティ」を起動する 


1 画面ち下の通知領域にある3をクリックし、邪をダブルクリックする。 

または、® (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[手書きユーテイリテイ ] をクリックする。 


お知らせ 


• 画像サイズの変更は、描画する前に[オプション]-[画面サイズの設定]で行って<ださい。描画した後でサイズを変 
更すると、画質び悪<な0まず。 

• [編集]-[コピ ー] をク U ックずると、ビットマップ画像をコピーして、他のビットマップ形式対応のアプリケーショ 
ンソフトに貼り付けることびできます。 

• 拡張デスクトップモードを使用しているときは、フラットパッドモードび正しく働さません。 

• 次の場合はフラットパッドモードび終了しまず。 

-他のアプリケーションソフトに切り替えたとを 
-スリープ状態または休止状態か5リジュームしたとさ 
-み!!を巧したとを 
• タッチパネルに触れたとさ 

• フラットパッドモードで手書さユーティリティを使用しているとをは、ポートリプリケーター(別売り）経由で接 
続しているか部マウスやトラックボールは働さません。 
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r スリープ」や r 休止状態」機能を使ラと、アプリケーションソフトやファイルを閉じることなくパソコンの操作を終わる 
ことびでさます。操作を再開ずると、スリープまたは休止状態に入る前に実行していたアプリケーションソフトやファイル 
にすばやく戻ることびでさまず。 


機能 

状態の保存巧 

復帰ずるまでの時間 

電力供給 

スリープ 

メモリー 

短い 

必要（スリープ状態中に電力の供給びなくなると、保 
持されていたデータは失われます。） 

休止状態 

八ードディスク 

やや長い 

不要（ただし、休止状態を維持ずるために若干の電力 
び消費されまず。） 


スリープ-休止状態の設定 


■ スリープ状態 

1 画面ち下の通知領域の D または E ] をクリックし、 [ その他の電源オプシヨン]をクリックす 
る。 

2 変更したい電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする。 

3 [ コンピューターをスリープ状態にずる]の設定内容を変更し、[変更の保を]をクリックずる。 

• スリープ状態への移行時間を変更すると、休止状態に移行する時間ち変更される場合びありまず。休止状態に 
移行する時間を確認してください（下記)。工場出荷時の設定（1080分）よりも短く設定しないようにしてく 
ださい。 

■ 休止状態 

1 「スリープげ態」の手順 2 (上記）を実行してか5、[詳細な電源設定の変更]をクリックずる。 

2 [スリープ]-[なの時間が経過後休止状態にする]をダブルクリックする。 

3 項目を選択して設定内容を変更する。 

4 [ OK ] をクリックする。 











ス IJ — プ-休止状態 



BACK 


11 


NEXT 



お知らせ 


• Windows のメニューを使ってス U - プまたは休止状態に入る場合は、この設定は不要でず。 


使用上のお願い 


• 長時間スリープ状態にしておく場合は、 AC アダプターを接続してください。 AC アダプターを接続でさない場合は、ス 
U -プ状態ではなく休止状態にしてください。 

• スリープまたは休止状態を繰り返ずと、パソコンび正常に動作しなくなる場合びありまず。パソコンの動作を安定させ 
るため、定期的に （1 週間に1回程度）スリープまたは休止状態機能を使わずに Windows を再起動してください。 

• 大切なデータは保存して<ださい。 

• U ムーバブルディスクやネットワークドライブか5開いたファイルは閉じてください。 

• 巧期設定では、リジューム時に Windows のパスワード入力画面び表ちされます。 

• リジュームの際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要求されません。有効にするには、セット 
アップユーティリティの「セキュリティ」メニューの r 復帰時のパスワード」を「有効」に設定してください。 （今89 
へー ン） 

• 下記の場合は、スリープ•休止状態に入5ないで<ださい。実行中のファイルやデータび壊れたり、スリープ•休止状 
態び働かなくなったり、パソコンおよび周辺機器び正常に動作しなくなることびありまず。 

-ドライブ状態表ちランプ貨 、 SD メモリーカード状態表示ランプ画の点な中 
-オーディオファイルの録音•再生中や、 MPEG ファイルなどの動画の再生中 
• DVD - Video の再生中 
-ディスクへの書を込み中 

-通信ソフトやネットワーク機能を使用しているとさ 

-周辺機器の使用中（周辺機器び正常に動かなくなったとさは、パソコンを再起動してください。） 

• 休止状態に入るまで！〜2分かかる場合びありまず。画面び暗くなっても、キーには触れないでください。 


お願い 


スリープや休止状態か5リジュームずる際に、3回に(上パスワードの入力に失敗したり、1分に Lb パソコンから離れていた 
りずると、下記のよラなことが起こる場合がありまず。 

• 休止状態か5リジュームするとさにパスワードの入力に失敗した場合： 

-再度リジュームする際に起動画面び表ちされることびありますび、セットアップユーティリティの設定は変更しな 
いで<ださい。正常にリジュームでさな<なることびあります。 

- Wake Up from LAN 機能や、タスクスケジューラーまたはディスプレイ表ちの操作で、休止状態か5リジュームず 
ることびでさな<なることびありまず。 

• スリープか5リジュームするとさにパスワードの入力に失敗した場合： 

•スリープか5 USB デバイスを使ってリジュームできなくなることびあります。 










ス IJ — プ-休止状態 


か BACK 12 NEXT ホ 


1 ディスプレイを閉じるか、ビープ音1び鳴るまで電源スイッチ （ A ) 

をスライドする。 

• 電源状態表ちランプ （ B ) で状態を確認してください。 

スリープ状態：電源状態表示ランプび緑色に点滅する。 

休止状態：電源状態表ちランプび消える。 

• Windows のメニューを使ってスリープ-休止状態に入ることもできます。 

©(スタート）•医^をクリックし、[ス IJ - プ]または[休止状態]をクリックする。 

• @+豆でスリープ状態、 Fn + 円 面で休止状態に入ることもでをまず。 
(今4ぺーソ） 


お願し、 


スリープ-休止1|犬態に入る/リジュームする 


■スリープ-休止状態に入る 

下記の操作でスリープまたは休止状態に入るには、まず電源オプション設定 （今10ぺーン 「スリープ•休止状態の設定」） 
を変更してください。[電源ボタンとカバーの設定]で、スリープまたは休止状態に設定でをます。 


スリープ•休止状態処理中 
• 次の操作をしないでください。 

-キーボード、フラットパッド、タッチパネル、電源スイッチ、無線切り替えスイッチの操作 
-か部マウスや周辺機器の使用 
- AC アダプターの接続や取り外し 
-ディスプレイの開閉 
- SD メモリーカードの取り付け/取り出し 

電源状態表ちランプび緑に点滅（スリープ状態）または消な（休止状態）するまでお待ちください。 

• スリープ-休止状態に入るまで1〜2分かかる場合びありまず。画面び暗くなっても、キーには触れないでください。 
• ビープ音’ 1 び鳴った5、ずぐに電源スイッチを離してください。指を離した後、電源状態表示ランプび点滅ずるか消 
打するまで、その操作は行わないでください。 

電源スイッチを4秒じ Lb スライドずると、パソコンび強制終了し、[電源ボタンを巧したとさの動作]を[電源ボタン 
の動作の選択]のいずれかの項目に設定していたとしてち、保巧されていないデータは失われまず。 

スリープまたは休止状態のとさ 

• マルチメディアポケット機器や周辺機器の接続-取りかしを行わないで<ださい。誤動作の原因になります。 

• スリープ状態では電力び消費されていまず。特に、 PC 力ード挿入時は電力消費量び増えることびあります。電力の 
供給びなくなると、保持されていたデータび失われまず。スリープ機能を使ラとさは、 AC アダプターを接続してく 
ださい。 













ス IJ — プ-休止状態 


か BACK 13 NEXT 卡 


• 無線切り替えスイッチの入/切をしないでください。 


スピーカーがミュート状態になつていたり 、 「Concealed Mode 設赶で「サウンド」を「オスに設定したりしている場 S ま、ビー 
プ音は鳴りません。 


■ スリープまたは休止状態か！5リジュームずる 

1 ディスプレイを開けるか、電源スイッチ （ A ) をスライドずる。 

• 初期設定では、リジューム時に Windows のパスワード入力画面び表おされま 
す。 



お願い 


• リジュームび完了ずるまで、下記の操作をしないでください。画面表ちのリジューム後、約15秒（通常）または60 
秒（ネットワーク接続しているとき）お待ちください。 

•キーボード（パスワードの入力 LU か)、フラットパッド、電源スイッチ、無線切り替えスイッチの操作 
-外部マウスや周辺機器の使用 
- AC アダプターの接続や取りかし 
-ディスプレイの開閉 
• Windows の終了または再起動 

-スリープまたは休止状態に入る（約1分間お待ちください） 

- SD メモリーカードの取り付け/取り出し 

• か部キーボードやマウスを接続した状態で、パソコンびスリープ状態に入ったとさ、外部キーボードのキーまたは 
マウスに触れると、リジュームします。 









? 肖費電力を節約ずる 争 BACK 14 NEXT 珍 

消費電力を節約することで、バッテリーでの動作時間び長<なりまず。 AC アダプターを接続しているとさち、省電力の効 
果びありまず。 


無駄な電力を使わない 


じ I 下におずち法で、消費電力を抑えることびでをまず。 

• [電源オプション]を変更ずる 

©(スター ト）-[コント□-ルパネル]- [ システムとセキュ U ティ]- 
[ 電源オプション]をク U ックして [ 省電力]を選択し、[プラン設定 
の変更]をク U ックします。 

工場出荷時は[パナソニックの電源管理]に設定されていますび、 

[ 省電力]に変更することでさ5にミ肖費電力び節約できます。 

さ5に、 [ ディスプレイの電源を切る]で設定されている時間を短く 
するなど、使用状況に応じて詳細に設定してください。 

• 電源プラン}広張ユーティリティを使ラ （今 15ぺ ージ） 

[ 電源オプション]にはないその他の省電力機能をお使いいただけ 
ます。_ 

• 西 + n で内部 LCD の明るさを暗くずる 

内部 LCD の明るさを下げることで、消費電力を抑えまず。 

• 使わないときはパソコンの電源を切る 

無線 LAN (無線 LAN 内蔵モデルのみ)、ワイヤレス WAN (ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ）または Bluetooth 
(Bluetooth 内蔵モデルのみ）の電源を個別に切ることもできまず。 （今69ぺ ージ） 

• 使わない周辺機器 （ USB 機器、 PC 力ード、外部マウスなど）は取り外ず 
• スリープ/休止状態を活用ずる 

パソコンか5しば5くの間はなれるときは、 f 百+豆でスリープ状態に、または Fn + iiO で休止状態にしてくださ 
し、パソコンの動作び停止し、消費電力び抑え5れます。 

また、 Wake Up from LAN 機能を使わない場合は、無効にしてください。スリープ/休止状態での消費電力を抑えること 
びでさまず。 

現在の設定を変更するには、 @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ 電源プラン}広張ユーティリティ]をク 
リックし、[スリープ中の内蔵有線 LAN の電源]をダブルクリックしてください。 

































消費電力を節約する 


令 BACK 15 NEXT ず 


電源プラン拡張ユーティリティを使う 


電源プランを調整し、必要に応じた消費電力に変更でさます。 

■ 設定方法 

1 @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [電源プラン拡張ユーティリ ティ] をク 
リックする。 

2 [電源プラン]で省電力機能を連動させる電源プランを選択する。 

• 初期設定では、[パナソニックの電源管理]び選択されていまず。より効果的に電力を節約ずるには、[パナソ 
ニックの電源管理（省電力） ] または[省電力]をアクティブにしてください。 

① [電源プランを編集する]をクリックして、好みの電源プランを選択する。 

感 [アクティブにする]をクリックずる。 

• それぞれの電源プランでのパソコンの動作については、項目の下に記載されています。 

• 項目ごとに設定を変更することらでをまず。 

3 [適用]をクリックする。 

4 [0 K ] をクリックする。 




セキユリア イ機能 ホ BACK 16 NEXT ホ 

大切なデータを守るために、セキュリティ機能を使ラことをお勧めします。 

• 他のセキュリティ機能については下記をご覧ください。 

. 内蔵セキュリティ （ TPM ) (489ページ）： 詳しくは巧『取扱説明書内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』 

をご覧ください。 


スーパーバイザーパスワード/ユーザーパスワードを設定する 


ユーザーパスワードを設定ずる前に、スーパーバイザーパスワードを設定してください。 

1 セットアップユーティリティを起動ずる。 （今 80ぺ ーシ） 

2 「セキュリティ」を選ぶ。 

3 「スーパーバイザーパスワード設定」または「ユーザーパスワード設定」を選び、 百 を押ず。 

4 r 新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、 百 を押す。 

• パスワードびずでに設定されている場合は、「現在のパスワードを入力してください」にパスワードを入力し 
て Enter を巧してください。 

• パスワードを無効にする場合は、入力欄を空欄にして Eiii ^ を巧してください。 

5 r 新しいパスワードを確認してくださしりに再度パスワードを入力し、 百 を押す。 

6 円面を押し、「はい」を選んで百田^を巧す。 


お願い 


• パスワードを忘れないよラにしてください。スーパーバイザーパスワードを忘れると、パソコンの動作環境の設定 
(パスワード設定、起動ドライブの選択など）びできなくなりまず。その場合はご相談窓□にご相談ください。 
•セットアップユーテイリテイを起動しているとをは、他の人にパスワードを設定-変更されないよラにパソコンか 
5離れないで < ださい。 


お知らせ 


• パスワードは画面に表示されません。 

• 入力でをる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字でず。 

-大文字、ル文字は区別されません。 

-数字の入力にテンキーは使用でさません。 

-パスワードの入力に Shift と Ctrl は使用できません。 

• スーパーバイザーパスワードを無効にすると、ユーザーパスワードち無効になりまず。 





























セキュリティ機能 


BACK 17 NEXT ホ 


パソコンを無断で使用されたくないとき 


起動時のパスワードを設定ずることにより、他の人の無断使用か5パソコンを守ることびでさまず。 

1 パスワードを設定し （*16ぺー ジ)、 セットアップユーティリティの「セキュリティ」メ 
ニューで r 起動時のパスワード」と r 復帰時のパスワード」を「有効」に設定する。 （>89 

ベー ソ） 


お知5せ 


• スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードび設定されていると、 r 起動時のパスワード」び r 無効」で 
あってち、セットアップユーティリティ起動時にパスワード入力画面び表ちされまず。 


A - ドディスク内のデータを読み書きされたくないとき 


八ードディスクを別のパソコンに取り付けたとさに、八ードディスクのデータを読み書さされないよラにすることびでさ 
ます。八ードディスクを元のパソコンに戻ずと、データの読み書さびでさます。（八ードディスク保護は、データの完全な 
保護を保証するちのではありません。） 


1 セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで、「ハードディスク保護」を「有 
効」に設定ずる。 け 89ぺ ーソ） 


お願い 


• 元のパソコンでデータの読み書ををするには、セットアップユーティリティの設定び、八ードディスクを取りかず 
前と同じでなくてはなりません。 

• スーパーバイザーパスワードを設定しないと、八ードディスク保護機能は使えません。あ5かじめスーパーバイザー 
パスワードを設定しておいてください。 （今16ぺージ） 

• 八ードディスクの修理を依頼ずる際は： 

-お客様ご相談センターにご相談ください。 

-「八ードディスク保護」び「無効」になっていることを確認してください。 


お知5せ 


• 八ードディスク保護機能は、内蔵八ードディスクにのみ働さます。か付けの八ードディスクには働さません。 

• 「起動時のパスワード」は、八ードディスク保護機能を有効にずるためには必要ありませんび、セキュリティをより 
確実にするために「有効」にしておくことをお勧めしまず。 

















バッテリーパック 


ホ BACK 18 NEXT ず 


バッテリー犬態表示ランプ 


バッテリー状態表ちランプ：日 


バッテリー状態表示ランプ 

バッテリーの状態 

消な 

バッテリーパックび取り付け5れていません。または、充電び行われていません。 

オレンジ色点な 

バッテリーの充電中です。 

緑色点な 

バッテリーの充電完了でず。 

緑色点滅 

高温モード時に、バッテリー残量び常温モード時の約80%’ 1 になるまで放電していまず。 

(今20ページ） この状態でバッテリーパックを取りがさないでください。 

赤色点打 

バッテリー残量び、約9% LU 下になっています。 

赤色,百、滅 

バッテリーパックまたは充電回路び正常に動作していません。 

オレンジ色点滅 

L ソ下の理由で、バッテリーは一時的に充電でをない状態です。 

-内部の温度び充電可能範 H かになっている。 

-消費電力量のをいアプリケーシヨンソフトまたは周辺機器を起動しているため、充電 
するための電力び不足している。 

緑色とオレンジ色び交互 
に点滅 

低温時に八ードディスクび誤動作するのを防ぐため、八ードディスクをウォームアップし 
ています。ウォームアップ後、パソコンは自動的に起動します。 

オレンジ色びゆっくりと 
点滅 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューで、「充電中バッテリー状態表ち」び 
「明滅」に設定されています。 


高温モード時におけるバッテ U - 残量 100 %は、常温モード時の 80 %と同等です。 


お知5せ 


• 過充電を防ぐため、しりたんバッテリーび満充電になると、バッテリー残量び約95%未満になるまで再充電されま 
せん。 

•「 Concealed モード設定」で「に D 」 を「オフ」に設定しているときは、バッテリー状態表ちランプは点打（または 
点滅）しません （今84ぺー ジ）。 


















バッテリーパック 


ホ BACK 19 NEXT ホ 


バッテリー残量を確認する 


バッテリー残量を画面上で確認でをます。 

( Windows に□グオンした後） 


ブ 西+巧を巧す。 

• バッテリーパック装着時（例） 


国 



:常温モード時 （今20ページ） 


:高温モード時 （今20ページ） 


バッテリーパック未装着時 



お知らせ 


• 次のよラな場合、表示されるバッテリー残量と実際のバッテリー残量び合わないことびありまず。正しく表おさせる 
にはバッテリー残量表示補正 （今21ページ） を行ってください。 

•バッテリー状態表示ランプの赤色点打び長く続く。 

-バッテリー状態表示ランプびオレンジ色に点打し、「99%」の表をび長<続く。 

-使用時間び短いにちかかわ5ず、バッテリー状態表ちランプび赤色に点なする。 

( AC アダプターか5電力の供給びないまま長時間スリープ状態にしていると、このよラな状態になる場合びありま 
す。） 

• バッテリーの残量表ちび画面ち下の通知領域の表示と異なる場合びありますび、故障ではありません。 










バッテリーパック 


ホ BACK 20 NEXT ♦ 


高温モード 

パソコンを高温環境下で使用したり、満充電の状態で長時間使用したりするとをは、高温モードにするとバッテリーの努 
化を防ぐことびでをまず。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューの「環境」を「自動」（工場出荷時の設定）または情温」にしてくだ 
さい。 （今83ぺー ジ） 


お知らせ 


• 高温モード時におけるバッテリー残量100%は、常温モード時のバッテリー残量80%と同善です。 

• 「常温」か5「高温」またはその逆に切り替えると、バッテリーびいったん完全に充電または放電されるまで、バッ 
テリー残量び正し < 表ちされません。 

• 「自動」 モー ド： 

いったん常温モードか5高温モードへ自動的に切り替わると、バッテリーの劣化を防ぐために、切り替え後の充電 
量の合計び満充電量の約5倍になるまで常温モードに切り替わりません。 


バッテリー残量び少なくなったときの動作 


工場出荷時の設定は L ソ下のとおりです。 


バ’ッテリータ丟量が1〇〇/〇になった5 
[バッテリー低下アラーム] 

パッテリー巧量が5%になつた5 
[バッテリー切れアラーム] 

• 残量が少ないことを知5せるメッセージを表示します。 

丄 

• パソコンは休止状態に入りまず。 

丄 

充電び必要です。 

AC アダプターを接続するか、バッテリーパックを交換し 
て、パソコンを起動してください。 

• AC アダプターをずぐに接続してください。 AC アダプ 
夕一びない場合は、動作中のプ□グラムを終了し、 
Windows を終了して電源状態表をランプび消えている 
ことを確認してください。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

• AC アダプターを接続し、バッテリーを充電してくださ 
い。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
バッテリーックを交換して、再度電源を入れてくだ 
さい。 

バッテリーび充電されるかバッテリーを交換するまで 
は休止状態か5リジュームしないでください。 









バッテリーパック 


夕 f BACK 21 


NEXT 



バッテリー容量を正確に表示させる（バッテリー残■表示補正) 


バッテリー残量表ち補正機能を使ラと、バッテリー容量を計測し記憶させることびでをます。バッテリー残量を正確に表ち 
させるために、この機能を使っていったん満充電にしてか5完全に放電させてください。この操作は、お買い上げ後すぐ 
に、少なくとも一度は行ってください。バッテリー残量表を巧正は、通常3か月おきに実施してください。長くバッテリー 
パックをお使いの間には、バッテリーパックの劣化などにより、残量び正確に表をされなくなる場合びあります。その場合 
もこの操作を行ってください。 

1 AC アダプターを接続する。 

2 ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了する。 

3 バッテリー残量表示補正を実行する。 

① @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[バッテリー]-[バッテ U — 残量表示補正ユーティリ 
ティ]をクリックする。 

感 確認メッセージび表をされた5、[開始]をクリックずる。 

• バッテリー残量表を補正を頻繁に行ラと、バッテリーび劣化ずる原因になります。前回ネ甫正してか5約1か 
月 L ソ内に実行すると、注意を促ずメッセージび表ちされまず。その場合は、バッテリー残量表ち補正を実行 
しないで < ださい。 

⑤ Windows を終了するメッセージび表ちされた5、[はい]をクリックする。 
i くッテリー残量表ち補正び始まります。 

満充電になった後、バッテリーの放電び始まります。放電び完了すると、自動的に電源び切れます。 

バッテリー残量表を補正び終了すると、通常の充電び始まります。 


お知らせ 


• 10で〜30での温度環境で実行してください。 

• バッテリー容量び大をいため、バッテ U —残量表お補正に時間びかかりますび、故障ではありません。 

-満充電にかかる時間：約 3.5 時間（最大） 

-完全放電にかかる時間：約3時間 

• バッテリー残量表示補正実行中にパソコンの電源を切ると（停電、または誤って AC アダプターやバッテリーパック 
を取りかすなど)、バッテリー残量表示は補正されません。 

• バッテリー残量表示補正は、次の手順でち実行でさまず。 

① パソコンを再起動する。 _ 

② パソコンの起動後すぐ、 [Panason 句起動画面び表ちされている間に酉を巧ず。 

⑤ バッテリー残量び表ちされた S liii を^ を 巧ず。 

④ 画面の指示に従って操作を行ラ。 










バッテリーパック 
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バッテリーパックを交換する 


バッテリーパックは消耗品のため、交換び必要になりまず。バッテリーによる駆動時間び著しく短くなり、バッテリー残量 
表ちネ甫正を実行した後でら性能び回復しない場合は、新しい物と交換して<ださい。 


お願い 


• バッテリーパックは、お買い上げ時には充電されていません。初めてお使いになる前にぶ、ず充電してください 。 AC 
アダプターを接続すると自動的に充電び始まります。 

• スリープ状態に入っているときは、バッテリーパックの取りがしや交換を行わないでください。データび失われた 
り、パソコンび故障したりずる可能性びあります。 


1 パソコンの電源を切る。 

• スリープ機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取りがず/取り付ける。 

• 取りがすには 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックをかず。 




② ラッチ （ A ) を巧し下げて、カバーを開ける。 










バッテリーパック 
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③バッ テリーパックのタブ （ B ) を引いてス□ットか5取り出す。 


• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっかりとバッテリーパックを挿入ずる。 

② カチッと音びずるまでカバーを閉じる。 


③ ラッチ （ C ) を左にスライドして、カバーを□ックする。 






バッテリーパック 
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お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際にバッテリーパックび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認してくだ 
さい。 


發 

Li-ion 20 


不要になった充電式電池（バッテリーパック）は、貴重な資源を守るため 
に、廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店にお持ちください。 

使用済み充電式電池（バッテリーパック）の届け先 
-最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ。 

詳しくは、有限責任中間法人 JBRC のホームページをご参照ください。 
ホームぺージ： http :// www . jbrc . net/hp (2010 年9月現在） 
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自動表示機能を有効にする 


初めて Windows に□グオンした場合、画面ち下に PC 情報ポップアップの自動表を機能を有効に設定するための画面び表 
おされまず。次の手順を行って<ださい。 


2 


[ Panasonic か5のお知5せが1件ありまず]をクリックす 
る。 

確認の画面で[はい]をクリックする。 

バッテリーに関する情報の自動表ち機能び有効になります。 

L ソ降、定期的にバッテリーに関する情報びあるかチェックしまず。 



お知5せ 


• 確認の画面で[しル)え]または[キャンセル]をクリックした場合 
• [いいえ]をクリックした場合 

な降、確認の画面び表ちされなくなりまず。 PC 情報ポップアップの自動表ち機能を有効にするには、 r 設定を変更 
する」をご覧になり、設定してください。 

• [キャンセル]をクリックした場合 

次回 Windows に□グオンしたとさに、再度確認の画面び表ちされまず。 

• PC 情報ポップアップの自動表示機能を有効にするための確認画面は、新しく作成したユーザーアカウントで初めて 
Windows に□グオンした場合も表ちされます。 
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バッテリーに関する情報を確認する 


リーに関するわ知らせが X 件あ D ます 


PC 情報ポップアップの自動表ち機能を有効に設定していると、次の場合に 
[バッテリーに関ずるお知5せびX件ありまず]といラルポップアップ画面び表ち 
されます。 

バッテリーくックの状態は定期的に確認されるため、該当の状態になったとさにおずバッテリーに関する情報び表ちされ 
るちのではありません。 




• バッテリー残量表示補正に関ずるお知5せ 

バッテリーパックの使用開始日、または前回のバッテリー残量表を巧正か5180曰しソ上経過している場合 
• バッテリーパックの消耗に関ずるお知5せ 

現在の満充電容量び購入時に比べて31%〜50%の場合（割合（％)はル数点な下切り捨て） 

• バッテリーパックの交換に関ずるお知5せ 

現在の満充電容量び購入時に比べて30% L ソ下の場合（割合（％)はル数点 U ■(下切り捨て） 


ルポップアップ画面び表示された場合は、次の手順でバッテリーに関ずる情報を確認してください。 


2 


[バッテリーに関するお知5せび X 件あります]をクリック 
ずる。 


かリ-に関するわがらせが X 件あります 


詳細を確認ずる。 

A. バッテリー残量表ち補正を行ラ方びよい場合に表おされます。クリック 
すると、「バッテリー残量表を補正ユーティリティ」び起動しまず。 

B. クリックすると、再度自動的にお知5せを表示しまず。 [▼] をクリック 
すると、再度自動的にお知5せするまでの間隔を設定でをます。 

C. クリックすると、お知5せび自動的に表示されなくなります。 



因 


0 


(画面は一例です) 


3 @ をクリックし、ウインドウを閉じる。 
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お知らせ 


• 満充電容量は次のち法で確認ずることびでさます。 

現在の満充電容量を確認する。 

① ©(スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ PC 情報ビューア ー] をクリックず 

③ [バッテリー使用状況]をクリックずる。 

③ [満充電容量]の値を確認ずる。 

購入時の満充電容量を確認する。 

① ©(スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ PC 情報ビューア ー] をクリックずる。 

③ [ SMBIOS データ]をクリックする。 

⑤ [Portable Battery ] をダブルクリックする。 

④ [Portable Battery 1] をダブルクリックずる。 

⑥ [Design Capacity ] の値を確認する。 

じ(下の場合には、値び正しく表おされないことがあります。その場合はパソコンを再起動した後確認してくださ 
い。 

. セットアップユーティリティで「環境」の設定を変更した場合 
-バッテリーパックびセットされていない状態でパソコンを起動した場合 
-起動後にバッテリーパックを入れ替えた場合 

• バッテリー容量を計測し、記憶/学習するために/(ッテリー残量表を補正を行ってください。 

バッテリー残量表示補正を行わないと、バッテリーパックの消耗や交換に関するお知5せび表おされない場合びあ 
りまず。 

• バッテ U - 残量表示補正を行った場合、次回□グオン時にバッテリーに関する情報の確認を行いまず（「お知らせの 
設定」画面で[自動チェックずる]にチェックマークを付けている項目のみ)。 

• 「バッテリー残量表を補正を行ってください」といラお知5せと同時に、 r バッテリーパックび消耗していまず」、 
「バッテリーパックを交換してください」といラお知5せび表をされた場合は、正確なバッテリー容量を得るため 
に、バッテリー残量表を補正を行ってください。 

• バッテリー残量表を補正は、周囲の温度び10で〜30での場所で行ってください。 

低温で実行すると、正し<補正されない場合びありまず。 

• r バッテリーパックを交換してください」というお知5せび表ちされた場合は、バッテリーパックを交換してくださ 
い。 

交換方法については、「バッテリーパックを交換ずる」 （422ぺーシ） をご覧ください。 
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ルポップアップ画面び表示されていないときにバッテリーパックに 
関するお知5せを確認する 


1 画面ち下の通知領域にある3をクリックし 号 または i をちクリックずる。 

2 [今すぐ情報をチェ ック] をクリックする。 

ルポップアップ画面び表示されまず。 

お知5せずる情報びない場合は、「お知5せはありません」 

れます。 [0 K ] をクリックして<ださい。 


3 [バッ テリーに関するお知 5 せび X 件ありまず]をクリック 
ずる。 

画面ち下に表示されます。 

4 詳細を確認する。 


今すく‘情巧をチェック (M) 


設定の… 
パージョン宿巧(V) 

巧了 (X) 


^ 化をリーに関ず; 


ザ再巧巧巧巧^^ 


バッテリーに関するお知らせが X 件あ D ます 
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か BACK 29 NEXT 卡 


設定を変更する 


各お知5せの表ち条件を変更したり、情報を表おする機能を無効にしたりすることびでをまず。 


1 画面ち下の通知領域にある3をクリックし 与 またはんをちクリックずる。 

2 [設定]をクリックする。 


お巧らだの巧ち- PCI まポジプアップ 



PC InTormation Popup 


图小ボ，プア，ブじょる巧か 
巴アイ〕シめ，ま娜こよる巧な 
臣巧果音じよる巧お 


自的 fl なこ消す：|3好巧 


3 [全般]または[バッテリー]タブを選び、設定を変更した 
い項目をクリックし、必要な項目を設定ずる。 

4 設定び終わった5 [0 K ] をクリックずる。 

[全般] 

すべてのチェックマークをかすと、お知5せずる情報びあってちルポップ 
アップ画面は表おされず、画面ち下の通知領域の 号が r に変わるだけに 
なりまず。 

[ルポップアップによる通知] 

チェックマークを付けると、お知5せびある場合にルポップアップ画面を 
表のしまず。 

チェックマークをかしてち、情報を手動で確認したとをにお知5せびある 
場合は、ルポップアップ画面び表ちされます。 

• [自動的に消す] 

ルポップアップ画面び表おされてか5消えるまでの時間を設定しまず。 

-[アイコンの点滅による通知] 

チェックマークを付けると、お知5せびある場合に画面ち下の通知領域の PC 情報ポップアップアイコンび点滅しま 


] [ わン杜 !■] 证麵 


す。 

-[効果音による通知] 

チェックマークを付けると、お知5せびある場合に効果音び鳴りまず。 
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• [バッ テリー] 

バッテリーに関する情報の表示の設定を行いまず。 

[バッ テリーに関する情報をお知 5 せずる] 

チェックマークを付けると、バッテリーに関する情報び表示されます。 

チェックマークをかずと、/ くッテリーに関する情報び表おされなくなり、 

PC 情報ポップアップび終了します。（アイコンび表ちされなくなります。） 

再度アイコンを表をさせるには、「アイコンについて」の「お知 5 せ」 

(今31ぺーシ） をご参照ください。 

-[お知 5 せする情報] 

各項目をク U ックしてチェックマークをかず/付けると、バッテリーに関 
する情報の表示を件び変更されます。工場出荷時はすべての項目にチェッ 
クマークび付いています。 

• [自動チェックする] 

チェックマークを付けると、定期的にバッテリーに関する情報びあるか自 
動的にチェックします。 

チェックマークをかすと、[今すぐ情報を チェック] をクリックした場合の 
み情報をチェックします。 

[▼] をクリックずると、自動的に情報をチェックする間隔を変更することびできまず。工場出荷時は[毎日]に設定さ 
れています。 



お知 5 せ 


• バッテ U - に関するお知 5 せの設定内容はバッテリーパックごとに保存されます。 

バッテ U- パックを取り外している場合は、ずべて無効の状態になり、 PC 情報ポップアップび終了しまず。（アイ 
コンび表ちされなくなりまず。）再度アイコンを表示させるには、「アイコンについて」の「お知 5 せ」 （今31べ一 
ソ） をご参照ください。 

• 初めて取り付けるバッテリーパックの[自動チェックずる]の設定について 

[自動チェックする]にチェックマークび付くかどラかは、 PC 情報ポップアップの自動表ち機能を有効にずるかどラ 
かの確認画面 （r 自動表示機能を有効にずる」 （今25ページ） の手順 2 の画面）で設定した内容びそのまま反映され 


ます。 

この画面で[はい]を選択していた場合は、初めて取り付けるバッテリーパックにも[自動チェックずる]にチェック 
マークび付を、チェックする間隔は工場出荷時の設定（毎曰）に設定されます。 

必要に応じて変更してください。 
































PC 情報ポップアップ 


か BACK 31 NEXT 


アイコンについて 


PC 情報ポップアップは、 Windows を起動すると自動的に起動し、画面も下の通知領域の 苗 J をクリックしたときに表ちさ 
れるアイコンでさ情報を確認ずることびでさます。 


通常は g び表示されまず。 

1み び表示された場合は、 LU 下の表をご覧ください。 


アイコン 

状態 

み 

表ちずる情報びあります。 


クリックすると、ルポップアップ画面び表示されます。 


お知5せ 


• アイコンび表ちされていない場合は、バッテリーパックをセットして、©(スタート）-[ずべてのプログラム]- 
[ Panason 句- [ PC 情報ビューア ー]-[ PC 情報ポップアップ]をクリックしてください。 

情報を表示するには、 r 設定を変更ずる」 （今29ぺージ） をご覧になり、[バッテリーに関する情報をお知5せする] 
にチェックマークを付けてください。 
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電源プランを選定して、操作環境に最ち適した電源設定を選択でさまず。ユーザー固有の電源プランを作成することちでさ 
ます。 


電源プランの設定を変更する 


1 ij ® ち下の通知領域の n または圆をクリックし、 [ その他の載原オプシ ヨン] をクリックずる。 

2 変更したい電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする。 

3 設定を変更ずる。 

• [詳細な電源設定の変更]:より詳細な設定をずることびでをます。 

4 [ 変更の保を]をクリックする。 


L ー ザ ー 固有の電源プランを作成する 


1 ij ® ち下の通知領域の n または画をクリックし、 [ その他の載原オプシヨン]をクリックずる。 

2 [電源プランの作成]をクリックし、プラン名の入力欄をクリックして、作成する電源プラン 
の名前を入力ずる。 

3 [巧へ]をクリックする。 

4 各項目を設定し、[作成]をクリックする。 

• 設定内容の変更、またはより詳細な設定をずるには、上記の「電源プランの設定を変更ずる」をご参照ください。 


電源プランを削除する 


1 画面ち下の通知領域の D または IS をクリックし、 [ その他の電源オプシ ヨン] をクリックずる。 

2 削除したい電源プランむかの電源プランをクリックする。 

3 削除したい電源プランの [ プラン設定の変更]をクリックする。 

4 [このプランを削除]をクリックし、確認の画面で [0 K ] をクリックずる。 
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次の機器を装着することびでさます。 

• DVD MULTI ドライブパック（別売り） 


お願い 


• スリープ-休止状態中や、ドライブ状態表示ランプ員点灯中は、マルチメディアポケット機器の取り付け-取りが 
しを行わないでください。 


お知5せ 


■最新の製品情報についてはカタ□グなどをご覧ください。 
• を機器の取扱説明書をよ<お読み<ださい。 


マルチメディアポケット機器の取り付け/取り外し 


1 マルチメディアポケット機器の停止処理を行う。 

① 画面ち下の通知領域にあるをクリックし， b をクリックずる。 

② [TEAC DV - W 28 XXX を安全に取りがしまず]をクリックする。 

③ ドライブ状態表示ランプ昌び消えていることを確認ずる。 

• 次の場合、この手順は必要ありません。 

- ( V ’ ソコンの電源を切ってか5機器を取り外すとさ 
’ h び表をされていないとさ 
-手順 ② で、取り外す機器び一覧にないとさ 

2 ラッチ （A) をスライドしてカバーを開ける。 
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3 取り出し八ンドル （ B ) を押す。 

取り出し八ンドルび出てをます。 

4 取り出し八ンドル （ B ) を引いて機器を途中まで引き出し、 
機器の両側面を持って最後まで引き出す。 



5 機器の両端を巧しなびら、奥までしっかりとマルチメディ 
アポケットに挿入ずる。 

• 取り出しハンドル （ C ) を巧し込んでください。 

• ラベル面を上にして機器を挿入してください。 

6 カチッと音がするまでカバーを閉じる。 



お願い 


• 機器は両側面を持って<ださい。他の部分を持つと、機器び損傷する可能性びありまず。 

• パソコンのマルチメディアポケット側を持ち上げて、傾けた状態で機器を挿入する場合は、衝撃を与えないよラま 
意して < ださい。 


お知らせ 


• fo をダブルクリックずるか、セットアップユーティリティの「情報」メニュー (今81ぺージ） を見ると、機器び詔 
識されたかどラか確認することびでをまず。機器び認識されない（またはメディアにアクセスでさない）場合は、パ 
ソコンの電源を切り、機器を挿入し直してください。 
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次のカードを挿入することがでさます。 

• エクスプレスカードス□ット （ A ) : ExpressCard /34 または ExpressCard / 己4 
• PC 力ードス□ット （ B ) : PC 力ードタイプ I (3.3 mm ) またはタイプ n (5.0 mm ) 
• スマートカード内蔵モデルの場合 （今40ぺー ジ） 


お知らせ 



• 下記の力ードは使えません。 

PC 力ードタイプ血 （10.5 mm )、 ZV 力ード、 SRAM 力ード 、 FLASH ROM 力ード （ ATA インターフエースタイプを除 
く）、その他の動作電圧 12 V を必要とずる力ード 

• ストレージタイプの CardBus PC 力ードを取り付けた状態で Windows を起動しないでください。エラーの原因にな 
りまず。 


カードの取り付け/取り出し 


準備 

•力ードのドライバーび入ったメディア （ CD - ROM など）に対応ずる機器を取り付けてください。ドライバーのイ 
ンス I ル画面び表示された後でマルチメディアポケットに機器を挿入してち、認識されません。 


■ カードを取り付ける 

1 ラッチ （ C ) をスライドしてカバーを開ける。 
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2 力ードのラベル面を上にして、エクスプレスカード（上ス□ット) 
( D ) または PC 力ード（下ス□ット ）（ E ) を、ス□ットの奥まで 
しっかりと挿入ずる。 

• 詳しくはカードの取扱説明書をご覧ください。 


■ カードを取り出ず 



D 

V. _ ^ 


1 力ードの停止処理を行う。 

① 画面ち下の通知領域にある@をクリックし h をクリックする。 

② 力ードを選択ずる。 

• パソコンの電源を切ってか 5 力ードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 


2 カバーを開けて、力ードを取り出す。 

• エクスプレスカード （ F ) 

① カードを巧す。 

ス□ットか5力ードび少し出てさます。 

② 力ードをまっすぐ引さ抜く。 

• PC 力ード （ G ) 

① 取0出しボタンを巧す。 

ス□ットか5力ードび少し出てさます。 

② 力ードをまっすぐ引き抜く。 



お知らせ 


• カードの定格を確認して、動作電流びカードス□ットの許容電流を超えないよラにしてください。許容電流を超え 
ると、故障の原因になりまず。 

許容電流： 3.3 V : 400 mA 、 5 V : 400 mA 
• 力ードによっては同時に使用できない場合びあります。 
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• 力ードの取り付け/取り出しを繰り返していると、認識されなくなることびありまず。その場合は、パソコンを再 
起動してください。 

• スリープ•休止状態か5リジュームした後で、パソコンび動作しなくなったとさは、力ードの出し入れを行ってく 
ださい。それでち正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 力ード挿入時は、電力消費量び増加しまず。力ードを使用していないとさ、特にバッテリー駆動で操作していると 
きは、 PC 力ードを取り外しておいてください。 

• PC 力ードやエクスプレスカードを使って周辺機器 （ SCSI など）を接続ずる場合は、下記の手順に従ってください。 
(手順は一例です。） 

① 周辺機器を力ードに接続ずる。 

② 周辺機器の電源を入れる。 

⑤ ス□ットの奥までしっかりと力ードを挿入する。 
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SD メモリーカードについて 


• 本機の SD メモリーカードス□ットは 、 SD メモリーカードと SDHC メモリーカード （2 GB を超える容量を持つ SD メモ 
リーカード）に対応しています（セキュア対応（著作権保護機能付を)）。 

• min 芭 D メモリーカードおよび microSD メモリーカードを使ラ場合は、必ず専用の min 旧 D メモリーカードアダプターまた 
は mic の SD メモリーカードアダプターに装着し、アダプターごと抜き挿ししてください。ス □ッ ト内にアダプターを残 
さないで < ださい。 

• SD メモリーカードは、インターネットなどのコンテンツ配信ヴービスに対応していまず（セキュア対応（著作権保護機 
能付さ)）。 

• 本機で SD メモリーカードをフォーマットずる場合は、 Windows の「フォーマット」ではなく 、 SD メモリーカード 
フォーマットソフトウエアをお使いください。 

このソフトウエアは下記のホームぺージか5ダウン□-ドでさます。 
http :// panasonic . ip / support / sd _ w / download / sd _ formatter.html 

• 他の機器で SD メモリーカー K を使ラ場合は、その機器で力ードをフォーマットしてください。詳しくは各機器の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


お願い 


• Windows の□グオン画面またはデスクトップ画面び表ちされるまで、 SD メモリーカードの取り付け/取り出しは行 
ねないで < ださい。 

• 次の場合は、力ードを取り出したりパソコンの電源を切ったりしないでください。データび壊れることびありまず。 

-スリープまたは休止状態のとを 

- SD メモリーカード状態表示ランプ画び点なまたは点滅しているとさ 
-データの読み出し中または書さ込みや 
-書さ込み操作の直後 

書さ込み操作の直後は、パソコンび力ードにアクセスを続けていることびありまず。操作び完了する前に力ードを 
取り出すと、データび壊れたり、カードに正常にアクセスでさな<なったりずるおそれびあります。 

• お客さまび記録したデータの損失な5びにその他の直接、間接の障害につをましては、当社は一切の責任を負いか 
ねますので、あ5かじめご了承ください。 

• 無理に力ードを引さ抜かないでください。ス□ットび傷つく場合びあります。 

• 力ードは正しい向さに挿入してください。誤って挿入すると、力ードとス□ットび損傷する場合びあります。 

• スリープ-休止状態か5リジュームしたを、約30秒間は SD メモリーカードにアクセスしないでください。 
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■ カードを取り付ける 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、 力ードのラベル面を上に 
して、角が欠けた方 （ B ) か5挿入する。 



■ カードを取り出ず 

準備 

• データを保存し、すべてのアプリケーシヨンソフトを終了してください。 

• SD メモリーカード状態表示ランプ应 I び消えていることを確認してください。 

1 力ードの停止処理を行う。 

① 画面ち下の通知領域にある@をクリックしをクリックする。 

② 力ードを選択ずる。 

• パソコンの電源を切ってか5力ードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 



2 カードを取り出す 

① カードを巧ず。 

ス□ットか5カードび出てさます。 

② 力ードをまっすぐ引き抜く。 
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< スマートカードス□ット内蔵モデルのみ> 

スマートカードを使用するには、アプリケーションソフトが必要です。 


スマ ー トカ ー ド 


お願い 


• スマートカードの取り扱いの際は、次のことを行わないでください。 
-強い衝撃を与える、曲げる、落とす 
-指や金属で接触部に触れる 
-温度の高いところに長時間力ードを放置ずる 
-取り付けてずぐに力ードを取り出す 


スマートカードの取り付け/取り出し 


■ カードを取り付ける 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、接触部分 （ B ) を前に 
して、力ードを挿し込む。 

• ス□ットの奥までしっかりと挿し込んでください。 

■ カードを取り出ず 

ブ 取り出しボタン （ C ) を押す。 

• 力ードびス□ットか5出てをます。 

2 力ードをまっすぐ引き巧く。 



お願い 


• 力ードの取り出しには、取り出しボタンを使用してください。無理に力ードを引さ抜くと、ス□ットび傷つく場合 
びあります。 
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下記の仕様に適合する RAM モジュールを使用してください。他のモジュールを使ラと、正常に動作しないだけでなく、故 
障の原因になることびあります。 

• RAM モジュール仕様： 

204ピン、 SO - DIMM 、1.5 V . DDR 3 SDRAM 、 PC 3-8500 

(推奨品については、当社の最新のカタ□グゃホームぺージでご確認ください。） 


お願い 


• RAM モジュールは、静電気の影響を非常に受けやすいため、人間の体内に蓄積された静電気により損傷する場合び 
あります。 RAM モジュールの取り付け•取りがしの際には、本体内部の部品や端子に触れないようにし、異物びス 
□ットに入 5 ないようにしてください。機器び破損したり、火災、感電の原因になったりしまず。 


RAM モジユー J レの取り付け/取り外し 


1 パソコンの電源を切る。 

•スリープ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 AC アダプターとバッテリーパックを取りがす。 （今 22ぺ ーシ) 

3 パソコン底面のネジ （ A ) とカバー ( B ) を取りかす。 



B 
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4 RAM モジュールを取り付ける/取りがす。 

• 取り付けるには 

① モジュールを少し傾け、ス□ットに挿入する。 

② 切り込み部に）と突起部の位置を合わせ、左ちのフック （ D ) 
で□ックされるまでモジュールを倒す。 



• 取りがすには 

①左 ちのフック （ D ) をゆっくり開く。 

モジュールび持ち上がります。 

感 モジュールをゆっくりとス□ットか5取りかす。 

5 カバーとバッテリーパックを取り付ける。 



お願い 


• ネジをしっかり締めて、カバーをさちんと固定してください。 


お知らせ 


• 挿入しにくし、または倒しにくい場合は、無理に力を加えず、モジュールの方向を再度確認してください。 

• ネジ山をつぶさないよラ、適切なドライバーを使用してください。 

• RAM モジュールび正しく認識されている場合は、セットアップユーティリティの「情報」メニューにメインユニッ 
卜と RAM の合計メモリーサイズび表示されます。 （今81ぺージ） 

RAM モジュールび認識されていない場合は、パソコンの電源を切り、 RAM モジュールを取り付け直してください。 
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本機をポートリプリケーター（別売り）に取り付けることで複数のケーブルを携帯せずに 
パソコンを持ち運んだり、さまざまな周辺機器と接続したりすることびでさます。 

ポートリプリケーターを、後側にある拡張バスコネクター ( A ) に接続してください。 

詳し< はポート U プリケーターの取扱説明書をご覧<ださい。 


お願い 




• スライドカバーび完全に開いているか確認してください。 

• ポートリプリケーターび熱くなっているとさは、取り付け/取りかしを行わないでください。 

• ポートリプリケーターで周辺機器を接続し、 1280 X 1024 か1440 X 900 またはそれしソ上の解像度を選択している場合、 
か部ディスプレイの文字びぼやけることびあります。その場合は、解像度を下げてください。 

• パソコンを USB フ□ッピーディスクまたは 、 USB CD / DVD ドライブか5起動するときは、 USB ドライブをパソコン 
本体の USB ポートに接続してください。ポートリプリケーターの USB ポートには接続しないでください。 

• 付属の AC アダプター ( CF - AA 5713 A ) を、ポートリプリケーターに使用することはでさません。ご相談窓□にご相談 
<ださい。 


お知5せ 


• 拡張バスコネクターを使わないとさは、 （ B ) の部分と （ C ) の部分の位置を合わせ、 
スライドカバーを閉じてください。 
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画面の表を先をか部アナ□グディスプレイに切り替えることびでさまず。 
カバ‘一のラッチをスライドし、カバーを開けます。 

外部ディスプレイをか部ディスプレイコネクター ( A ) に接続してください。 


画面の表示先をか部 HDMI ディスプレイに切り替えることびできまず。 

カバーを下方へスライドして開き、 HDMI ディスプレイを HDMI ディスプレイコネク 
夕一旧）に接続しまず。 



表示巧を切り替える 


1 を + P または面+巧を巧ず。 

2 表示モードをク IJ ックする。 
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お知らせ 


• Windows び起動するまで（セットアップユーティ U ティなど）は、同時表示にすることびできません 。 EO + E ? を押 
すと、外部ディスプレイまたは内部 LCD に切り替わります。 

• ス U - プ-休止状態か5の U ジューム後または再起動後の表示先は、ス U - プ-休止状態に入る前または再起動前と 
異なる場合びあります。 

• Windows の起動後に表示先を切り替える場合、切り替えび完了ずるまでキーに触れないでください。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用してユーザーを切り替えると、表を先をを + P または @ + で切り替えられ 
なくなることびあります。その場合はすべてのユーザーを□グオフし、パソコンを再起動してください。 

• ス U - プ•休止状態のとさに、外部ディスプレイを接続したり取りかしたりしないでください。 

• 接続ずるディスプレイによっては、表示の切り替えに時間びかかることびありまず。 

• 外部ディスプレイのみを使用ずる場合は、内部 LCD のみ、または同時表おをする場合とは別に、外部ディスプレイ 
に適した色数、解像度、リフレッシュレートを設定してください。 

設定によっては、か部ディスプレイ画面び乱れたり、マウスポインターび正しく表ちされなかったりする場合びあ 
りまず。その場合は設定値を下げてください。 

• 同時表ちしているときは、 DVD - Video 、 MPEG ファイルなどの動画びスムーズに再生されなかったりする場合びあ 
りまず。 

• か部ディスプレイの取扱説明書をよくお読みください。 

プラグアンドプレイに対応していないか部アナ□グディスプレイを接続ずる場合は、下記メニューで適切なドライ 
バーを選択するか、モニターに付属のドライバーディスクを使用してください。 

① 曾 (スタート）-[コント□-ルパネル]-[画面の解像度の調整]-[詳細設定]-[モニター]-[プ□パティ]をクリックず 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

② [ ドライバー]- [ ドライバーの更新]をクリックする。 


お願い 


• か部ディスプレイを取り外ず前に、鱼 + P または旦1+ @を巧して内部 LCD に切り替えてください。切り曾えをし 

ないと、取りがず前と後で画質び異なる場合びありまず（解像度び正しくないなど)。その場合は、を + P または 
@ + を押して画質をリセットして<ださい。 

• 次の操作を行ラと、画面び乱れる場合びあります。その場合はパソコンを再起動してください。 

-高解像度または高 U フレッシュレートに設定したか部ディスプレイを取り外ず 
-パソコン操作中に外部ディスプレイの接続や取りかしを行ラ 
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ディスプレイセレクター 


ポートリプリケーターを使ラと、外部ディスプレイを3つまで接続ずることびでをまず。 

か部ディスプレイ接続時には、同時表ちおよび拡張デスクトップモードびご使用になれます。 

拡張デスクトップモードでは、内部 LCD とか部ディスプレイ、または外部 VGA (アナ□グ RGB ) とポートリプリケー 
夕一 HDMI をひと続きの作業領域として使う ことびできます。 内部 LCD と外部ディスプレイ、またはか部 VGA (アナ□グ 
RGB ) とポートリプリケーター HDMI の両方に渡って対象をドラッグすることびでさまず。 

ディスプレイセレクターを使ラと、同時表ちや拡張デスクトップモードの有効/無効を簡単に切り替えることびでさます。 
HDMI ディスプレイのスケール率を設定ずることもでさます。 

1 @ (スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[ディスプレイセレクター ] をクリックずる。 

2 設定を行う。 



A 


巳 


E 


C 

D 


[複数のディスプレイ] (A) 

1つのディスプレイのみ有効にするには、[シングルディスプレイ]を選択してください。 

拡張デスクトップモードを有効にずるには、[拡張]を選択してください。 

吕つのディスプレイを有効にするには、[複製]を選択してください。 

上記の選択をして[適用]をクリックすると、じ(下の設定びでさます。 

[ディスプレイデバイス] (B) 

[複数のディスプレイ]で、邮骑または[複製]を選択していると田ま、主ディスプレイおよび2番目のディスプレ 
イに使用するディスプレイをそれぞれ選んでください。 

[シングルディスプレイ]を選んでいるとさは、主ディスプレイに使用するディスプレイのみ選択でさまず。 

内部 LCD :内部 LCD 
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HDMI :パソコンに接続している HDMI ディスプレイ 

ポートリプ U ケーター HDMI :ポートリプリケーターに接続されている HDMI ディスプレイ 

VGA (アナ□グ RGB ) :パソコン本体またはポートリプリケーターに接続されているアナ□グディスプレイ 

巧纖度] ( C ) 

ディスプレイの解像度を選択してください。 

[複数のディスプレイ]で[拡張]を選択しているとさは、主ディスプレイと2番目のディスプレイの解像度をそれぞ 
れ選択することびでをます。 

ロケール率] ( D ) 

スケール率を90%、95%、97%、100%のいずれかに設定してください。 

[複数のディスプレイ]び[シングルディスプレイ]に設定されているとさに、スケール率を変更することびでさま 
す。 


[ディスプレイの位置] ( E ) 

[複数のディスプレイ]で邮張]を選択しているときは、[上][下][左][ち]のいずれかを選んで、セカンダリモニ 
ターの位置を指定しまず。 

黒枠およびタスクバー付をで表示されるのび主ディスプレイで、ちラー方び2番目のディスプレイです。 

3 [適用]をクリックして、設定を有効にする。 

4 [ OK ] をクリックする。 


お知 5 せ 


• アプ U ケーシヨンソフトによっては、お張デスクトップモードを使用でさない場合があります。 

• 最大化ボタンをク U ックすると、どち5か一方のディスプレイに最大表示されます。最大化したウインドウをちラー 
方のディスプレイに移動することはでさません。 

• 外部アナ□グディスプレイと外部 HDMI ディスプレイの両方を接続しているときに、邮喷または[複製]を選択すると、 
3つの出力先（内部 LCD 、 外部アナ□グディスプレイ、が部 HDMI ディスプレイ）の中か5主ディスプレイと2番目の 
ディスプレイを選ぶことびできます。この場合、外部アナ□グディスプレイは PC モニター、外部 HDMI ディスプレイ 
はデジタルテレビとして認識されます。 

• @キーの組み合わせを押すと表示されるポップアップウインドウは、主ディスプレイにのみ表示されます。 

• タッチパネルを使用しているときは、内部 LCD を主ディスプレイとして設定してください。内部 LCD に軸れると、主 
ディスプレイ上でポインターが動さます。 
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音芦の出力巧を変更する 


HDMI ディスプレイび接続されている場合、音声の出力先をパソコン本体のスピーカーもしくは、 HDMI ディスプレイのス 
ピーカーに設定でさまず。 

HDMI ディスプレイにスピーカーび付いているか確認してください。 

1 @ ロタート）-[コント□-ルパネル]-[ハードウエアとサウンド]-[サウンド]をクリックす 
る。 

2 音芦の出力巧を選択ずる。 

3 [既定値に設定]をクリックし、 [0 K ] をクリックずる。 
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USB 機器の取り付け/取り外し 


準備 

ドライバーび入ったメディアに D - ROM など）に巧応ずる機器を取り付けてください。ドライバーのインス!ル 
画面び表示された後でマルチメディアポケットに機器を挿入してち、認識されません。 

■ USB 機器を取り付ける 

1 カバーを開け、 USB 機器を USB ポート （A、B、C、D のいずれか） 

に接続する。 

詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧ください。 


B A 



CD 



■ USB 機器を取りがず 

1 USB 機器の停止処理を行う。 

① 画面ち下の通知領域にあるをクリツクしをクリツクする。 

② USB 機器を選択する。 

• 次の場合、この手順は必要ありません。 
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-パソコンの電源を切ってか5機器を取りかずとさ 
-び表をされていないとさ 
-手順 ③ で、取りかす機器び一覧にないとさ 

2 USB 機器を取りがす。 


お願い 


<スマートカード内蔵モデルのみ> 

• in をダブルクリックしたときに [USB Smart Card Reader ] び一覧に表ちされまずび、これは選択しないでくださ 
し、取りかしはでさません。選択してしまった場合は、パソコンを再起動してください。 


お知らせ 


• USB 機器を使ラには、ドライバーのインストールび必要な場合びあります。詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

• USB 機器を別の USB ポートに接続し直ずとさは、ドライバーのインス I ルび再度必要になる場合びあります。 

• USB 機器び接続されていると、スリープ機能や休止状態機能び正常に働かない場合びありまず。パソコンび正常に 
起動しない場合は、 USB 機器を取りかし、パソコンを再起動してください。 

• パソコンの電源が入っているとをに USB 機器を抜を挿しすると、 A びデバイスマネージャーに表示され、機器が正しく 
認識されないことがあります。その場合は、機器を再度巧を挿しするか、パソコンを再起動してください。 

• USB 機器び接続されていると、電力消費量び増加します。特にバッテリー駆動で操作しているとさは、使用してい 
ない USB 機器を取りかしておいてください。 

• か部キーボードやマウスを接続した状態でパソコンびスリープまたは休止状態に入ったとを、外部キーボードの 
キーか、またはマウスに触れると、パソコンはリジュームします。 








} 論文センサー 
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<指紋センサー内蔵モデルのみ> 



指紋センサー 


お知らせ 


• 指紋の特徴や状態により、登録および認証びでさない場合びありまず。 


指紋センサーを使ラには 


指紋を登録-認証するときは、じ I 下のよラに行ってください。 

ブ 指をスライドさせる。 

• 読み取り エラーを 防ぐには 

① 指の第一関節か5上の部分をセンサーの上に置く。（ち図参照） 

② 第一関節か5指先までび指紋センサーの上を通るよラに指をスライドさせる。 
-左ちどち5か5スライドさせても読み取れます。 

③ センサーび指紋を認証するまで、指を繰り返しスライドさせる。 

• じ I 下のよラな場合は、指紋の登録•認証びでさないことびありまず： 

-指をスライドするのび速ずぎる、または遅すぎる 
-指び巧れている、または指に傷びある 
-指びめれている、または極度に乾いている 
-指紋に個人を特定するための十分な情報びない 
詳しくは、 r 指紋センサー」 （今113ぺージ） をご参照ください。 




指紋センサー 





















指紋センサー 


令 BACK 52 NEXT ず 


お願い 


• 指紋センサーを使わないとさは、保護のためカバーを閉じてください。 

• 指紋センサーの誤った使用か5生じる損失や故障、または指紋センサーの不具合などによるデータ消失に対して、 
当社は一切責任を負いません。 


概要 


指紋認証について 


従来のセキュリティシステムでは、ユーザーを認証するために 、 ID •パスワードやにカードなどを使用します。しかしこ 
れらでは、紛失や盗難、ノいッキングの危険があります。 

指紋認証は、指紋をパスワードに使ラち法です。パソコンをスタートさせたり Windows に□グオンしたりするために、自 
分の指紋を使ラことがでさます。 

TPM (内蔵セキュリティチップ）と組み合わせて指紋センサーを使用することにより、お使いのパソコンのセキュリティ 
レベルを高<することをお勧めします。 


各ユーザーびパソコンを使ラ場合 
手順4 

ユーザーの 指紋を登録ずる 
ユーザーのデータ 
- Windows □グオンパスワード 
■指紋 

-指紋バックアップパスワード 
•パワーオンパスワード 


インス I -ール手順 


营理を権限でパソコンを使ラ場合 


_利頃1_ 

TPM のインストール（を取扱説明書内蔵 
セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』 

をご覧ぐださい。） 

(TPM を使っていない場合は、このステップを 
飛ばしてください。） 


手順2 


Protector Suite のインストール 


_手順3_ 

TPM 指紋ユーティリティの初期化 

(TPM を使っていない場合は、このステップを 

飛ばしてください。） 
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■ ヘルプにアクセスするには 

本書は、手順2、3および手順4の最初の部分を記載していまず。 

詳しくは 、 Protector Suite のヘルプメニユーをご覧ください。 

• # (スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] - ロント□-ルセンター]-[ヘルプ]-[ヘルスをクリツクする。 

使用上のお願い 


■ セキュリティ機能について 

• 指紋認証機能は、本人認証と識別を完全に保証するちのではありません。指紋認証を使ったこと、または使えなかった 

ことにより発生した損害については、当社では一切責任を負いかねます。 

• 指紋認証方法は、複数の指紋、暗号化キー、証明データ、パスワードを使います。指紋び使用でをなくなったり、暗号 
化キー、証明データ、パスワードを失ったりずると、データを使ラことびでをません。指紋認証データは安全な場所に 
バックアップしてください。詳しくは、「バックアップ」 （今57ぺージ） をご覧ください。 

• 他社製アプリケーシヨンソフトとの相互運用への保証はありません。 


インストール 


1 TPM をインス!ルずる。 

^『取巧説明書内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引さ』をご覧ください。 

•曾 （スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に rc :¥ util ¥ drivers ¥ tpm ¥ readme . pdfj と入力し 
て、 Enter を巧す。 

2 Protector Suite をインストールずる。 

① 管理者のユーザーアカウントで□グオンずる。 

② 他のプ□グラムを閉じる。 

⑤ 曾 （スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に rc :¥ util ¥ drivers ¥ fngprint ¥ install ¥32- bit ¥ 
Setup . exe 」 と入力して、 Enter を巧す。 

④ [次へ]をクリックずる。 

インス I ルび始まりまず。画面の指をに従ってください。 

⑥ 「 Protectors 山 te *.* は正南にインス! -- ルされました。」び表示された5、[完了]をクリックする。 

確認メッセージび表をされた5、[はい]をクリックしてください。 

パソコンび再起動します。 
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⑥ 管理者のユーザーアカウントで Windows に□グオンする。 

画面右下の通知領域に (Protector Suite ) が表示されます。 

-表示されない場合は、なをクリックしてください。 



3 TPM 指紋ユーティリテイを初期化する。 


管理者のユーザーアカウントで□グオンしてください。 

画面ち下の通知領域の ( ProtectorSuite ) をクリックすると、メッセージび表示されまず。 



-表示されない場合は、なをクリックしてください。 

• TPM を使っていない場合は、この手順は不要でず。 

① メッセージをクリックし、[初期化]をクリックする。 
L ソ降、画面の指ちに従って操作して<ださい。 


お知5せ 


• 「無効な TPM 状況」のメッセージび表示されない場合は、下記の操作を行ってください。 

① @ (スタート）- [ ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] -[コント□-ルセンター ]- [設定]- [ 詳細設定]- 
[ 信頼化プラットフォームモジュール （ TPM )]-[ 初期化]をクリックする。 

⑤ 曾 （スタート）- [ すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] - [ コント□-ルセンター]- [ 認証]- [ 複数要素]をク 
リックし、認証の方法を選択する。 


4 ユーザーの指紋登録をずる。 

それぞれのユーザーで行ってください。 

① (Protector Suite ) をダブルクリックする。 

② ライセンス同意文をよく読み、[受け入れる]をクリックずる。 

③ 登録モードを選び、[適用]をクリックする。 

• 登録モードの設定 

ここでは、登録の設定を一度だけ行えます。 

-バイオメトリックスデバイスへの登録 

指紋データは直接指紋センサーに登録されまず。指紋センサーに内蔵された八ードウエア保護機能により 
登録データは安全に保管されます。 

-ハードディスクへの登録 

指紋データは八ードディスクに保をします。八ードウエア保護機能は利用でさませんび、登録でさる指紋 
の数に制限はあ0ません。 

• 画面の指示に従ってください。 
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お知らせ 


• かなくとら2本の指を登録してください。1つのデータび破損した場合でら、別の登録データでアカウントとシーク 
レットデータにアクセスすることびできまず。登録について詳しくは、 r 指紋センサーを使ラには」 

(今51 ページ） および「チュートリアル」（下記の方法でアクセスでさます）をご覧ください。 

• @ (スタート）- [ すべてのプ□グラム]- [Protector Suite ] - [ ヘルプ]- [ チュートリアル]をクリツクする。 


• パワーオンセキュリティを使ラことをお勧めします。この機能は、ユーザーのパソコンび不正にアクセスされ 
ることを BIOS レベルで防ざまず。 

① @ (スタート）•[ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ]- [コント□-ルセンター]をクリックする。 

② [認証]-[状況]をクリックする。 

③ [パワーオンセキュリティの状態]-[変更]をクリックずる。 

④ [編集]をクリックし、[パワーオンセキュリティの有効化]にチェックマークを付けて、[適用]をクリックする。 
⑥ [認証]-[パワーオンパスワード]をクリックずる。 

⑥ [パワーオンパスワード]画面び出た5、[パスワードの管理]をクリックずる。 

⑦ [パスワードのタイスの[パワーオン]をクリックし、[パスワードの設定]をクリックずる。 

⑥ パワーオンセキュリティのパスワードを入力し、 [0 K ] をクリックする。 

⑨ [閉じる]をクリックする。 

⑩ [パスワードのタイスの[パワーオン]にチェックマークを付ける。 

⑩パ スワード（手順 ⑧） を入力し、 [0 K ] をクリックずる。 

⑩ [適用]をクリックする。 
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セキュリティレベルをさ5に高くする 


BIOS レベルの設定により、パソコンのセキュリティレベルをさ5に高めることびでをます。 

コンピューターの管理者の権限で行ってください。 

ブ スーパーバイザーパスワードを登録ずる。 

次の手順に従ってスーパー/くイザースワードを登録してください。 

すでにスーパーバイザーパスワードを登録してある場合は、この手順を省略し、手順 2 に進んでください。 
スーパーバイザーパスワードを登録していない場合 、 Protector Suite を使って指紋び登録されており、かつパ 
ワーオンセキュリティび有効なとさは、下記手順 ② の後に指紋認証び必要になりまず。 

① パソコンの電源を入れる。または再起動ずる。 

② パソコンび起動を始めた後、 [ Panasonic ] 起動画面び表ちされている間にまたは 田ち！ を巧す。 

⑤ 「セキュリティ」メニューを選ぶ。 

④ 「スーパーバイザーパスワード設定」を選び、 Enter を巧す。 

⑤ 「新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、を巧ず。 

-パスワードは画面に表ちされません。 

-入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字です。 

-大文字/ル文字は区別されません。 

-テンキーは使用でさません。 

- Shift と CtH キーは使用でさません。 

⑥ 「新しいパスワードを確認してください」に再度パスワードを入力し、 Inter を巧ず。 

2 高度なセキュリティを設定ずる。 

① r 指紋セキュリティ」を選択し、 向巧な を巧ず。 

③ 「パワーオンセキュリティ」の「有効」を選択ずる。 

⑤ 「セキュリティモード」を選択し、「高度」を選ぶ。 

-初期設定：「簡易」 

④ H をを巧し、サブメニューを閉じる。 

⑤ 円 面を巧し、「はい」を選び、 百巧 品^を巧してセットアップユーティリティを終わる。 


お知5せ 


• 「高度」セキュリティモードでは、指紋認証をした後でも、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワード 
の入力び必要になります。「簡易」セキュリティモードでは必要ありません。 

• パワーオンセキュリティの有効/無効の切り替えは、[コント□-ルセンター]で行ってください （今55ぺー ン）。 
セットアップユーティリティの r パワーオンセキュリティ」の設定は、指紋センサーび使えないなどの特殊な場合 
を除さ、変更しないで<ださい。 
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上手にお使いいただくために 


バックアップ 


指紋データや認証情報などは、パスポートといラファイルに記録されます。アクシデントによるデータ消失を防ぐために、 
このパスポートファイルをリムーバブルディスクやネットワークドライブなど、安全な場所に定期的にバックアップされ 
ることをお勧めします。内部八ードディスクに保存ずると、指紋認証セキュリティの安全性び低くなりまず。 

また' バックアップパスワードびあれば、いざといラとさに指紋認証を回避することびでをまず。 r ユーザー登録」ウィ 
ザードを使ってバックアップ/スワードを設定されることをお勧めします。 K 、 ソクアッ y ! くスワードを設定しなかった場 
合は、認証機器の故障によるデータ消失のおそれびあります。 

• 各ユーザーび使用ずるファイル 

-ユーザーパスポートデータのバックアップ 
(巧期名： < ユーザーアカウント >. vtp ) 

埋め込み指紋認証チップや八ードディスクドライブの交換、または Windows の再インス I ルを行った場合にこの 
ファイルび必要でず。 

パスポートファイルには、指紋、暗号化キー、□グオン認証のデータび含まれています。 


お知5せ 


• パックアップするには 

ユーザーデータを保をするために[認証]の[アカウント操作]を選んでください。 

• @ (スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] -[コント□-ルセンター]-[認証]-[アカウント操作]をク 
リックする。 

詳しくは、ソフトウェアのヘルプをご覧ください。 

• @ (スタート）- [ すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] - [ コント□-ルセンター]- [ ヘルプ]- [ ヘルプ]をク 
リックする。 


• さユーザーび使ラパスワード 

• 登録のためのバックアップ/ スワード 

バックアップパスワードは、機器の故障などのとき指紋認証を回避ずるのに役立ちます。 


お願い 


• その他のパスワードも、セキュリティに使用しますので、消失しないよラにしてください。詳しくは、ソフトウェ 
アのヘルプをご覧ください。 

• # (スタート）- [ すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] -[コント□-ルセンター]- [ ヘルプ]- [ ヘルプ]をク 
リックする。 
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• パスワードバンク‘ 1 制限：じ(下の Web ページはヴポートされません。 

LU 下の巧術で作成された Web ページ 

• Java スクリプトを使って自動生成された Web フオーム。 

• 1つのフオーム（□グインフイールド、パスワードフイールドなど）に見えるび、内部的には2つの独立したフオー 
ムで作成された Web フォーム。 

-送信ボタンのない Web フォームでは自動送信のトラブルび起さる場合びあります。 Enter で送信でさないずべての 
フォームでは、パスワードバンクで入れまずび、送信はでさません。 

• パスワードバンク’ 1 制限： L ソ下の Windows アプリケーシヨンはヴポートされません。 

. 標準の Windows コント□-ルを使わず、独自のコント□-ルで作成されたアプリケーシヨン。 

• Java ベースのアプリケーシヨンを含むもの。 

この機能については、ソフトウェアのヘルプをご覧ください。 

• @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [Protector Suite]- [コント□—ルセンター]-[ヘルプ]-[ヘルプ]をク U ックする。 

• 「センサースク□-ル機能」はサポートしていません。 


指紋センサーの取り扱いについて 


• 登録と認証の感度は、 L ソ下のよラな状況によって変化しまず。センサー表面の巧れや湿気を乾いた柔5かい巧でふさ 
取って < ださい。 

-指紋センサー表面び、ゴ5、巧脂油、汗などで巧れている 
-指紋センサー表面び、湿気や結露によって湿っている 

• 静電気によってセンサーび誤動作ずる場合びあります。指紋センサーに触れる前に金属の表面に触れるなどして、指か 
5静電気を取り除いてください。特にをや他の乾燥状態での静電気にごま意ください。 

• 動作不良や故障び発生ずるとさ： 

-指紋センサー表面び、固い物で擦5れたり、引っかかれたり、または先のとびった物でつつかれたために傷び付いた 
りしている。 

-センサーび巧れした指で触5れたり、ルさな物体による損傷で表面にしみび付いたりしている。 

-センサー表面びシールで覆われたり、インクで巧れたりしている。 






指紋センサー 

所有者データの消去（初期化) 
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パソコンを廃棄したり他の人に譲渡したりずる場合は、不正なアクセスを避けるために所有ちデータを消去（初期化）して 
<ださい。 


お知らせ 


• 指紋センサーに登録されたデータは画像データではありません。指紋センサーに登録されたデータか5指紋画像 
データを再生ずることはでさません。 


1 パワーオンセキュリティを無効にする。 

管理者のユーザーアカウントで□グオンしてください。 

① @ (スタート）•[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ]- [コント□-ルセンター]をクリックずる。 

② [認証]-[状況]をクリックする。 

⑤ [パワーオンセキュリティの状態]-[変更]をクリックする。 

④ [編集]をクリックし、[パワーオンセキュリティの有効化]のチェックマークをかし、[適用]をクリックする。 

⑤ [認証]-[パワーオンパスワード]をクリックする。 

⑥ [パスワードの管理]をクリックずる。 

⑦ [パスワードのタイプ]の[パワーオン]を選び、[パスワードの設定解除]をクリックずる。 

⑧ パワーオンセキュリティのパスワードを入力し、 [0 K ] をクリックずる。 

⑨ [閉じる]をクリックずる。 

-[パスワードのタイプ]に何ち項目びないことを確認してください。 

2 J 旨紋データを削除ずる。 

各 ユーザーで 行って<ださい。 

① @ (スタート）•[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ]- [コント□-ルセンター]をクリックする。 

② [ 認証 ]- [アカウント操作]をクリックずる。 

③ [ユーザー データの削除]をクリックする。 

-確認のメッセージで[はい]をクリックしてください。 

④ Windows □グオンパスワードを入力し、[送信]をクリックする。 

-[パスワードのタイプ]に何ち項目びないことを確認してください。 






指紋センサー 
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3 Protector Suite をアンインストールする。 

管理者のユーザーアカウントで□グオンしてください。 

① ずべてのプ□グラムを閉じる。 

③ 6 (スタート）-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムのアンインス!ル]をクリックずる。 

③ [Protector Suite *.*] をダブルクリックずる。 

④ [削除]をクリックずる。 

⑥ [全ての Protector Suite *.* のデータを削除する]を選び、[次へ]をクリックする。 

-アンインス!ルび始まります。画面の指ちに従ってください。 

⑥ アンインス!ル終了のメッセージび表示された5 [完了]をクリックずる。 

-確認メッセージび表ちされた場合は、[はい]をクリックしてください。 

-パソコンび再起動しまず。 

所有者データの再登録 


「困ったとさは（詳細編)」で指紋センサーの問題 （今113ぺージ） び解ミ夫しない場合は、所有ちデータを消去し、再登録ず 
ることで解ミ夫ずる場合びあります。ただし、パスワード、シークレットキー、および指紋データは消失しまず。 

① 管理ちのユーザーアカウントで Windows に□グオンする。 

• Windows □グオンパスワードで常にパソコンにアクセスできます。 

イ更利モードでは、どのユーザーも Windows □グオンパスワードでパソコンにアクセスできます。 

③ 次回、パスワード、シークレットキーや登録した指紋を使ラ予定びある場合は、パスポートをファイルに書を出 
す。 

-すでに最新のパスポートを書を出している場合は、この手順は不要です。 

-バイオメトリックス認証で指び認識された5、[アカウント操作]画面を使って指をスキャンし、画面の指示に 
従って操作を続けてください。 

-バイオメトリックス認証で指び認識されない場合は、[アカウント操作]画面を表をさせ、指紋認証なしでパス 
ポートを書さ出ずことびでさまず。この場合は指紋ダイア□グをキャンセルずることび必要です。パスワードを 
要ホされた5、バッ ク了ッつ1くスワー ドを入力してください。/ いウ了ッつ) スワードを使わない場合は、 
Windows □グオンパスワードを入力してください。 


お願い 


• バックアップパスワードの設定をお勧めしまず。 

-バイオメトリックス認証び動作しない場合は、データをバックアップする方法はありません。 


③ パスポートの削除 

-[ユーザーデータの削除]画面を使いまず。保存されたデータ（パスワード 、 [File Safe ] 暗号化キー）び消失しま 
すのでごま意 < ださい。 







指紋センサー 
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データを/(ックアップしてある場合は、次の手順で復元でさまず。データを/(ックアップしていない場合は完全 
に消失します。 

削除操作を行うには、指紋確認操作をキャンセルしてパスワードダイア□グを表おさせて、 Windows □グオンパ 
スワードかバックアップパスワードを入力してください。 

④ 指紋センサーび動作していることを確かめる。 

-チュートリアル画面を使って、指紋センサーの動作を確認してください。動作しない場合は、再起動して再度 
行ってください。それでち動作しない場合は、当社ご相談窓□にご相談ください。 

⑥ パスポートを復元または作成する。 

. データをバックアップしてある場合はすぐ、[アカウント操作]を使ってデータを復元してください。または[指紋 
の管理]を使って新しいパスポートを作成してください。 


モデム 
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<モデム内蔵モデルのみ> 


内蔵モデムと電話コンセントを接続する 


ブ 下に向けてスライドしてカバーを開け、モジュラーケー 
ブル （ B ) を使って、電話コンセント （ A ) に接続ずる。 

• 突起部 （ C ) の形びコネクターに合ラよラにし、カチッと音びする 
まで挿入してください。 

2 曾 (スタート）-[コント□—ルパネル]-[インターネット 
への接続]-[ダイヤルアップ]をクリックする。 

3 必要に応じて設定を変更する。 



お知らせ 


• 通信中は、スリープ機能や休止状態機能を使わないで<ださい。 

• ケーブルを取りかずときは、突起部 （ C ) を巧さえたまま引さ抜いてください。 

• モデムは一般電話回線で使用してください。 

• 本機のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT へご連絡ください。ご連絡いただいた 
曰をちって、「機器使用料」は不要となります。詳しくは、局番なしの116番撫料）へお問い合わせください。 











モデム 
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モデムリングリジューム機能 


モデムに接続した回線に電話びかかると、パソコンびスリープ状態か5リジュームします。 

この機能を使ラには、電話の待ち受け状態を保持でをるソフトウェアび必要でず。また、リジュームした後パソコンをス 
リープ状態に戻す場合ちソフトウェアび必要です。詳しくはソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。 

■ モデルリングリジューム機能を有効にずる 

1 @ (スタート）■[すべてのプ□グラム]- [Windows FAX とスキャン]をクリックずる。 

2 [ツール]- [FAX の設定]をクリックずる。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

• ご使用のモデムびデバイス名に表をされているか確認してください。表示されていなければ、 [FAX デバイスの 
選択]をクリックして正しいモデムを選択してください。 

3 [デバイスで FAX 呼び出しを受信できるようにする]にチェックマークを付け、 [OK] をクリッ 
クずる。 

4 @ (スタート）-[コンピューター]-[システムのプ□パティ]-[デバイスマネージャー ] をク 
リックずる。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

5 [モデム]をダブルクリックし、内蔵モデムをダブルクリックする。 

6 [電源の管理]をクリックし、[このデバイスで、コンピューターのスタンバイ状態を解除でをる 
ようにずる]にチェックマークを付け、 [OK] をクリックずる。 


■ パソコンびスリープ状態に戻る時間を設定ずる 


通信び完了していなくてち、設定時間び経過するとパソコンはスリープ状態に入ります。[なし]に設定しておくと、通信の 
途中でスリープ状態に入ることはありませんび、リ リユーし した後スリープ状態に戻りません。 


① 画面ち下の通知領域の 


または 


國 


をクリックし、[その他の電源オプション]-[コンピューターびスリー 


プ状態になる時間を変更]をクリックずる。 

② 通信時間を予測して、スリープ状態に戻る時間を設定ずる。 











モデム 


令 BACK 64 NEXT ず 


お知らせ 


• パソコンの電源びオフのとさ、または休止状態のとをは、この機能は使えません。 

• AC アダプターを接続して<ださい。 

• スリープ状態か5リジュームした後も、画面は暗いままでず。キーボードやフラットパッド、タッチパネルに触れ 
ると、元の画面び表をされまず。 

• 内蔵モデムに接続されている電話じ I 外ではリジュームでさません。 （ PC 力ードモデムなどは使えません。） 

• パソコンび起動ずるのに時間びかかるため、通常より呼び出し時間を長く設定してください。送信側で呼び出し音 
を長く設定でさない場合は、電話の待ち受け状態を保持でさるソフトウエアで、着信までのベル回数を少なく設定 
して < ださい。 






LAN 機能 
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LAN を接続する 


1 パソコンの電源を切る。 

•スリープ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 カバーを開けて、ケーブルを接続する。 

LAN ケーブルを使って、 LAN コネクター ( A ) とネットワークシステム（サー 
バーや八ブなど） を接続します。 

3 パソコンの電源を入れる。 




• Wake Up from LAN 機能をち交力にしていると、パソコンがスリープ-化止げ熊のときやパソコンの雷源が切れている 

化熊でち雷力を消費します。化ず AC アダプターをおがいくだホい。 

Wake Up from LAN 機能をがわない場合は、この機能を無な!にしてください。 （今67ぺーシ） 

• セットアップユーティリティでパスワードを設定し、 r 起動時のパスワード」または r 復帰時のパスワード」を「有 
効」に設定している場合でち、起動やリジュームの際にパスワードの入力は必要ありません。 

• 次の場合は Power On by LAN 機能は働さません。 

-電源スイッチを4秒じ(上巧してパソコンの電源を切ったとさ（フリーズした後など） 

- AC アダプターとバッテリーパックをいったん取りかし、再度パソコンに取り付けたとき 
• スリープ状態か5リジュームしたとさ、画面は暗いままです。キーボードやフラットパッド、タッチパネルに触れ 
ると、元の画面び表をされまず。 
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Power On by LAN 機宜^を有効にずる 


内蔵 LAN コネクター経由でネットワークサーバーか5アクセスすると、自動的にパソコンの電源び入ります。 

1 セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「Power On by LAN 機能」を「許可」に 
設定ずる。 （今86ベー ソ） 

2 r [重要]お知らせ」画面で、 Enter を押す〇 

3 Eig を巧し、「はい」を選んで固を E を押す。 

4 コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

5 曾 (スタート）-[コンピューター]-[システムのプ□パティ]-[デバイスマネージャー ] をク 
リックずる。 

6 [ネットワークアダプター]- [ Intel ( R ) 82577 LM Gigabit Network Connection ] をダブルクリッ 
クし、[詳細設定]をクリックする。 

7 [プ□パティ]の [ PME をオンにずる]をクリックし、[値]で[オン]を選択し、 [ OK ] をクリックする。 


お知5せ 


• ネットワーク上の他のパソコンか5アクセスびあると、パソコンび起動する場合びあります。意図しないパソコン 
か5のアクセスによる起動を防ぐには、次の設定を行ってください。 

① @ (スタート）-[コンピューター]-[システムのプ□パテイ]-[デバイスマネージャ ー] をクリックずる。 

-標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

② [ネットワークアダプター]- [ lntel ( R )8 2577 LM Gigabit Network Connection ] をダブルクリックし、[詳細設定]をク 
リックずる。 

⑤ [プ□パテイ]の [Wake on Magic Packet ] をクリックし、[値]で[オン]を選んで [ OK ] をクリックずる。 

• Windows を強制終了ずると、 Power ON by LAN 機能は働きません。 












LAN 機能 

Wake Ud from LAN 機能を有効/無効にずる 
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内蔵 LAN コネクター経由でネットワークサーバーか 5 アクセスすると、パソコンびスリープ状態や休止状態か5自動的に 
U ジュームします。 

Wake Up from LAN 機能は、次の手順で有効/無効の切り替えびできます。 

1 @ (スタート）-[コンピューター]-[システムのプ□パティ]-[デバイスマネージャー ] をク 
リックずる。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

2 [ネッ トワークアダプター]- [ Intel ( R ) 82577 LM Gigabit Network Connection ] をダブルクリッ 
クし、[電源の管理]をクリックする。 

3 [電力の節約のために、 コン ピューターでこのデバイスの電源をオフにできるようにずる]と 
[このデバイスで、 コン ピューターのスタンバイ状態を解除できるようにする]にチェック マー 
クを付け（機能を有効にずる場合）/がし（機能を無効にずる場合)、 [0 K ] をクリックずる。 

• 上記2つの項目のオン/オフ設定は同時に行ラことをお勧めします。 


お知らせ 


• ネットワーク上の他のパソコンか5アクセスびあると、パソコンびリジュームする場合びありまず。 

意図しないパソコンか5のアクセスによるリジュームを防ぐには、次の設定を行ってください。 

① @ (スタート）-[コンピューター]-[システムのプ□パテイ]-[デバイスマネージャ ー] をク U ックずる。 

-標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

③ [ネットワークアダプター]- [Intel(R) 82577 LM Gigabit Network Connection] をダブルクリックし、[電源の管理]を 
クリックずる。 

③ [Magic Packet でのみ、コンピューターのスタンバイ状態を解除でさるよラにずる]にチェックマークを付け、 

[0K] をクリックずる。 
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< 無線 LAN / Bluetooth /ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ> 

次の4通りのち法で、無線通信のオン/オフをすることびでをます。 

• 無線切り替えスイッチで切り替える（下記） 

• 無線切り替えユーティリティを使ラ （今69ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューの設定を変更する （今87ぺージ） 

• [ネットワークと共有センター]の設定を変更する （今71ぺーシ） 


お知5せ 


• 無線 LAN について詳しくは： （今71ぺージ） 

• Bluetooth について詳しくは： （今76ぺーシ） 

• ワイヤレス WAN について詳しくは：『取扱説明書ワイヤレス WAN 接続ガイド』をご覧ください。 

• LAN ケーブルの抜き差しにより無線通信を有効にしたり無効にしたりすることもできまず。 
「ネットセレクタ ー2 でできること」 （今77ベーン） 


無線切り替えスイッチで切り替える 


■ ずべての無線通信を無効にずるには 

1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、無線切り替えスイッチ 
( B ) を OFF 側にスライドする。 

■ 無線通信を有効にずるには 

1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、無線切り替えスイッチ 
( B ) を ON 側にスライドずる。 

• 工場出荷時は、無線切り替えスイッチを ON にすると、すべての無線機能が有効にな 
るよラに設定されています。 



offPITIon 


■ 無線通信の状態を確認するには 

1 画面ち下の通知領域にある3をクリックし r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （が^ ま 
たはを ふ) にポインターを合わせる。 

ツールの ヒントび表ちされます。 








無線通信をオン/オフする 
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お知らせ 


• 無線ユーティリティをアンインス!ルずる場合は、あ5かじめ無線切り替えスイッチを ON の位置にしておいてく 
ださい。 

• 無線切り替えスイッチの入/切を連続して繰り返し行わないでください。 

• 無線切り替えスイッチ入/切の直後に、再起動や□グオフをしたり、スリープ•休止状態に入ったりしないでくだ 
さい。 

• Windows の起動中は、無線切り替えスイッチの入/切をしないでください。 

• 無線 LAN 旧 luetooth を使うには 

. セットアップユーティリティの「詳細」メニューで「織泉 LAN 」 / 「 Bluetooth 」 を「有効」（工場出荷時の設定） 

に設定してください。 （今87ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで r 無線スイッチ」を r 無効」に設定する （今87ぺージ） と、画 
面ち下の通知領域の回をクリックしたとをにお線切り替えユーティリティアイコンび表ちされなくなりまず。ずべ 
ての無線機能撫線 LAN 旧 luetooth ) は、織泉切り曾えスイッチの状態とは関係なく、使用できる状態になります。 

• 無線切り替えスイッチを切にしてか5無線通信びオフになるまで、時間びかかることびありまず。 


無線切り替えユーティリティを使う 


無線切り曾えユーティリティにより、無線切り替えスイッチの動作を設定でをまず。また、無線切り替えユーティリティ 
アイコンを使って無線機能（無線 LAN 旧 luetooth ) を有効/無効にすることもできまず。 

■ 無線切り替えユーティリティアイコン 

画面ち下の通知領域の回をクリックしたとをに r 無線切り替えユーティリティアイコン」び表おされ、無線通信の状態を 
でし未ろ。 

• ^ :無線機能びオンのとさ 
-:無線機能びオフのとさ 

- 若 .無線機能びセットアップユーティリティで無効になっているとさ 

■ 無線機能を個別にオン/オフずる 

1 画面ち下の r 無線切り替えユーティリティアイコン」をクリックし、ポップアップメニューを 

のずる。 

2 メニューを使って、無線機能のオン/オフを切り替える。 
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■ 無線切り替えスイッチの働きを選択ずる 

工場出荷時の設定では、無線切り曾えスイッチを切にずると、切にずる直前のを無線機能のオン/オフの状態び保存され 
ます。再び無線切り替えスイッチを入にずると、無線機能を切にずる直前のオン/オフの状態に戻ります。この設定は変 
更することびでをます。 

[毎回ダイア□グを表示してオンずるデバイスを選択ずる] 

無線切り替えスイッチを ON にしたとさ r 無線切り替えユーティリティ」画面び表ちされます。その画面で無 
線機器ごとにオン/オフを設定し、 [ OK ] をクリックしてください。（オン/オフの設定は、 [ OK ] をクリックす 
るまで有効にはなりません。） 

[じ TF のデバイスをオンずる] 

無線切り替えスイッチを ON にしたとさにオンにしたい無線機能を選択してください。 

[無線切り督えスイッチをオフした時のデイ（イスの状態に戻す](工場出荷時の設定） 

無線切り替えスイッチを ON にしたとき、最後に無線切り替えスイッチを OFF にしたとさのオン/オフ設定び 
選択されまず。 

1 画面も下の通知領域にある互をクリックし r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （ホ^ ま 
たは @0 をクリックずる。 

2 [設定]をクリックする。 

3 無線切り替えスイッチに割り当てたい設定を選択ずる。 

4 [ OK ] をクリックする。 
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< お線 LAN 内蔵モデルのみ > 


お願い 


• 無線 LAN を通じてパソコンに無断アクセスされないようにするには 

無線 LAN をご使用になる前に、暗号化などのセキュリティ設定を行ラことをお勧めします。設定をしないと、共有 
ファイルなど八ードディスク上のデータに無断でアクセスされる危険性びありまず。 


お知5せ 


• 通信は無線 LAN アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふさ 
びないで < ださい。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使ってユーザーを切り替えた後、無線 LAN び使えなく 
なる場合びありまず。 

• 電子レンジの近<では通信速度び遅<なりまず。 

• 無線 LAN を使うには、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで r 無線 LAN 」 
を「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 （ A 87 ぺージ） 



無線 LAN 機能を使5 


無線 LAN をお使いになる前に、無線 LAN 通信をオンにしてください。 

無線 LAN 通信をオン/オフずる 


1 無線切り替えスイッチをスライドし、無線 LAN をオン/オフずる。 （今68ぺーシ） 

• 無線 LAN をオンにずるとを 

無線切り替えスイッチで無線 LAN をオンにでをなければ、無線切り替えユーティリティの設定 （今69ぺージ） 
を確認してください。無線切り替えユーティリティで無線 LAN をオンにできなければ、次の手順を実行してく 
ださい。 

① 画面ち下の通知領域のまたはをクリックし、[ネットワークと共有センターを開く]をクリックする。 

② [アダプターの設定の変更]をクリックずる。 
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③ [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、[有効にする]をクリックする。 

• 標準 ユー ザーは管理者の ユー ザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

• [ワイヤレスネットワーク接続]びすでに有効に設定されているとさは、[無効にずる]び表おされまず。 

④ 無線切り替えユーテイ U テイで無線 LAN をオンにずる （今69ぺー ジ)。 


お知5せ 


• 無線切り替えユーテイ U テイを使わずに、次の手順で無線 LAN をオンにすることちでをます。 

① 曾 （スタート）-[コント□-ルパネル]-[共通で使ラモビリテイ設定の調整]をクリックずる。 

② [ワイヤレスネットワーク]の[ワイヤレスをオンにずる]をクリックずる。 

-ワイヤレスネットワークびすでに有効に設定されているときは、[ワイヤレスをオフにずる]び表示され 
ます。 

-無線切り曾えスイッチびオフになっているとさは、[ワイヤレスをオンにする]は選択でさません。 


無線 LAN のアクセスポイントを設定する 


準備 

無線 LAN アクセスポイントの取扱説明書に従って、アクセスポイントびパソコンを認識でさるよラに設定してください。 

1 無線 LAN をオンにする。 

2 通知領域の jg または®をクリックずる。 

3 アクセスポイントを選択し、[接続]をクリックする。 

4 設定したアクセスポイントにち[応ずるキーを入力し、パソコンを I 忍識させて [ OK ] をクリック 
する。 

パソコンび無線 LAN のアクセスポイントへ接続ずるまでお待ちください。 

アイコンび^に変わった5、無線 LAN の設定は完了でず。 

5 [閉じる]をクリックする。 
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お知らせ 


• 設定内容はネットワーク環境によって異なります。詳しくはシステム管理ちまたはネットワーク担当ちにお問い合 
わせ < ださい。 

• アクセスポイントの自動検出を制限するステルスモードでアクセスポイントへ接続ずるとさは、次の手順を実行し 
て < ださい。 

次の手順を実行しないと、アクセスポイントにアクセスできなかったり、[ネットワークに接続]画面にアクセスポイ 
ントび表ちされなかったりずることびありまず。 

① 画面も下の通知領域の■、のまたは圍をクリックし、 [ ネットワ-クと共有センタ-を開く卜 [ 新しい接 
続またはネットワークのセット アップ]- [ワイヤレスネットワークに手動で接続しまず]をクリックし、 [次へ] 
をクリックずる。 

② 必要な情報を入力し、[この接続を自動的に開始します]と[ネットワークびブ□-ドキャストを行っていなし)場 
合でも接続ずる]にチェックマークを付け、[次へ]をクリックする。 

詳しくはシステム管理ちまたはネットワーク担当ちにお問い合わせください。 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (802.11 a ) の設定 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5.2 GHz 巧.3 GHz 帯無線 LAN / W 52、 W 53) を使って屋外で通信を行うことは、電波法で禁 
止されていまず。無線 LAN の電源びオンの状態で本機を屋外で使用ずる場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定し 
ておいて < ださい。 

5.47 GHz 〜5.725 GHz の周波数帯域 （ W 56) の屋外での使用については電波法で禁止されていません。 

1 画面ち下の通知領域にある回をクリックし、 ぶ またはを)^ をクリックする。 

2 [802.11 a 有効]または [802.11 a 無効]をクリックする。 


お知5せ 


• 無線切り曾えユーテイ U テイアイコン （<^または@^) は、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、無線 LAN および 
Bluetooth のオン/オフ状態をおしていまず。 

• パソコンび IEEE 802.11 b / g アクセスポイントに接続されているときに、 IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、一 
時的に通信び途切れることびあります。 
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無線 LAN ネットワークの状態を確認する 


1 画面も下の通知領域にある bij をクリックし r 無線切り替えユーティリティアイコン」ま 

たは @0 にポインターを合わせる。 

ツールチップび表ちされます。 


お知らせ 


• 無線切り替えユーティリティのアイコン （を^ とは、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、無線通信のオン/オフの 
状態をちしています。 

• [デバイスマネージャー]で設定を変更ずると、それにとちない状態表をち変わります。 


FREESPOT で使う 


FREESPOT とは、無線 LAN でインターネットにアクセスでさる環境を開放し、誰でちメールやインターネットを利用で 
さるエリア-ヴービスのことです。 

FREESPOT を利用ずるためには、無線 LAN の設定を FREESPOT 用に設定する必要びあります。本機では 、 FREESPOT 
を簡単に利用でさるよラあ5かじめ FREESPOT 用の設定び登録されていまず。 

FREESPOT の設定場所や設定方法については、 http :// www . freespot . com / をご覧ください。 


お願い 


• FREESPOT の設定場所に移動し、電波を受信でさる環境で設定してください。 

• 匡かで FREESPOT を利用ずる場 S ま、 IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 （今73ぺーシ） IEEE 802.1 1 a の 5.2 
GHz /5.3 GHz 帯 （ W 52、 W 53) を使って屋外で通信を行ラことは、電波法で禁止されています。無線 LAN の電源び 
オンの状態で本機を匡かで使用ずる場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてください。 

5.47 GHz 〜5.725 GHz の周波数帯域 （ W 56) の匡かでの使用については電波法で禁止されていません。 


1 FREESPOT の設定を選択する。 

① 画面ち下の通知領域の「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 （ iq または^) をちクリックして、 
[ネットワークに接続]をクリックする。 

② [ FREESPOT ] をクリックする。 

⑤ [接続]をクリックする。 
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お知らせ 


• [ FREESPOT ] をクリックすると、自動的に Windows ファイアウォールび有効になりまず。 
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く Bluetooth 内蔵モデルのみ > 

ケーブルを接続しないで、インターネットや他の Bluetooth 機器にアクセスすることができます。 


お知 5 せ 


• 通信は Bluetooth アンテナ （A) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふさび 
ないで < ださい。 

• 電子レンジの近<では通信速度び遅<なりまず。 

• Bluetooth を使うには、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「Bluetooth」 
を「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 （今87ベー ジ） 

• Bluetooth のドライバーをアンインストールしたときは、 Bluetooth 通信をオフにしてくだ 
さい。 



Bluetooth 機能を使う 


Bluetooth をお使いになる前に、 Bluetooth 通信をオンにしてください。 


Bluetooth 通信をオン/オフする 


1 無線切り替えスイッチをスライドし、 Bluetooth をオン/オフする。 （■^68ぺージ) 


Bluetooth の通信状態を確認する 


1 画面ち下の通知領域にある回をクリックし r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （が^ ま 

たは @0 にポインターを合わせる。 

ツールチップび表ちされます 

■ オンラインマニュアルにアクセスずる 


1 @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [Bluetooth] - [Bluetooth ユーザーズガイド]をクリック 

ずる。 
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ネットセレクター2でできること 


ネットセレクタ ー2 は、自宅や会社、出張先など、いろいろな場所でネットワークに接続する場合に、接続したネット 
ワークに合わせて設定を切り替えることびでさるアプリケーションソフトです。 

接続先や接続ち法び変わると、そのたびに IP アドレスなどの設定を切り曾える必要びありますび、ネットセレクター 2に 
ネットワークの設定を登録しておくと、 IP アドレスや使用するプリンターを切り替えることびでさます。 

詳しくは、じ(下の手順で^『取扱説明書ネットセレクタ ー2 の使いち』をご覧ください。 

① @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panason 句-[ネットセレクター 2]- [ネットセレクター 2について]をクリック 
する。 

■ ネットセレクター2の基本機能 

Windows には、次のネットワーク管理機能びあります。 

• 新たに接続されたネットワークを記憶する 
• 記憶したネットワークの接続を識別ずる 

• 識別したネットワークに応じたファイアーウォールの設定を適用する 

ネットセレクタ ー2 は、このネットワーク管理機能と連動して、次の動作を行いまず。 

• Windows に記憶されたネットワークに対して、 IP アドレスや通常使うプリンターなどの設定データを保をずる 

• Windows に記憶されたネットワークに対して、保存した設定データを適用する’ 2 

• LAN ケーブルのおさ挿しによって、無線 LAN の接続を停止/再開ずる’ 3 

すべてのネットワークが自動で識別されるねけではありません。識別されない場合は、 r 識別されていないネットワーク」とまおされ 
ます。 

*2 Windows が自動識別ずるネットワークに対しては、自動的に設定データを適用することもできます『取扱説明書ネットセレク 
夕 一2 の使い方』「オプションの設定をする」をご覽ください）。 

‘ 3 オプションの設定が必要です『取扱説明書ネットセレクタ ー2 の使い方』「オプションの設定をする」をご覧ください)。 


お願い 


• ネットセレクタ ー2 に登録される IP アドレスは IPv 4 のみです。 IPv 6 には対応していません。 
• Guest アカウントでは使用できません。 
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A - ドディスクドライブの取り付け/取り外し 


八ードディスク内の重要なデータの流出を防ぐために、八ードディスクドライブを取り外すことびでをまず。 


お願い 


• 重要なデータは、八ードディスクドライブを取りかす前に必ずバックアップを取っておいてください。 

• 修理その他の目的で、別のパソコン上で八ードディスクのデータを読み込む必要びある場合は、八ードディスクド 
ライブを取りかず前に、セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで r 八ードディスク保護」を 
「無測に設定してください。 （今89ぺージ） 

• 八ードディスクドライブは衝撃に非常に弱いため、取り付け/取りかしを行ラ際には十分に注意してください。ま 
た、静電気によって内部の部品び故障ずる可能性びありまず。 


1 パソコンの電源を切り、 AC アダプターを取りがす。 

• スリープ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取りがず。 （今22ぺ ーシ） 

3 ハードディスクドライブを取り付ける/取りがす。 

• 取りかすには 

① ラッチ （ A ) を左側にスライドして、カバーの□ックをかず。 

② ラッチ （ B ) を上にスライドして、カバーを開ける。 


③ 八ードディスクドライブのタブ （ C ) を引いて、ス□ットか5取り出ず。 



C 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっかりと八ードディスクドライブを挿入する。 


② カパーを閉め、ラッチ （ D と E ) を戻してカパーを□ックずる。 


4 バッテリーパックを取り付ける。 （今23ぺージ) 


お願い 



• パソコンを持ち運ぶ際に八ードディスクドライブび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認し 
て < ださい。 


お知らせ 


• ハードディスクドライブを取り外す前に、データを消去ずることびでさます。 （今102ページ） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューで、八ードディスクび認識されているかどうか確認でをます。 （今81 
ぺーン） ハードディスクび認識されていない場合は、パソコンの電源を切って、再度取り付けてください。 
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パソコンの動作環境の設定（パスワード設定、起動ドライブの選択など）をすることびできます。 


を起動する 


1 パソコンの電源を入れる、または再起動する。 

2 パソコンの起動後ずぐ、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に每または g 固を押す。 

[パスワードを入力してください]び表ちされた5、パスワードを入力してください。 

スーパーバイザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとさ 

•セットアップユーティリティのずべての頂目び設定できます。 

ユーザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとさ 

• 次のよラになりまず。 

-「詳細」および「起動」メニューでは、ずべての項目の設定を変更でをません。 

-「セキュリティ」メニューでは、「ユーザーパスワード保護」び r 保護しない」に設定されている場合に、 
ユーザーパスワードのみ変更でさます。ユーザーパスワードを削除することはでさません。 

-「終了」メニューでは、「デフォルト設定」および「デバイスを指定して起動」の設定はできません。 

- F 9 (デフォルトの設定）は使えません。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


吕語 （ Language ) 

Enalish 


日本語 （ Japanese ) 


製品情報 


機種品番 

パソコン情報 

製造番号 

(変更はでをません） 


システム情報 


プ□セツヴータイプ 

パソコン情報 

プ□セツサースピード 

(変更はでさません） 

メモリーサイズ 


使用可能メモリー’ 1 


八ードディスク 



BIOS 情報 


BIOS 

パソコン 情報 

電源 コント □ ー ラ ー 

(変更はでをません） 

Intel ( R ) ME ファームウエア 


累積使用時間 


アクセスレベル 



搭載メモ U- が 4GBL ソ下の場合、使用可能メモ U— は 2GB です。 

搭載メモ U— が 4GB を超える場合、使用可能メモ U— は 8GB です。 （32bit OS 使用時は 3.25GB) 
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下線は工場出荷時の設定です。 


システム日付 

. 年/月/曰/曜日 
- Ta 占で力ーソルの移動びでさます。 

[ xxxx / xx / xx /( x )] 

システム時間 

• 24時間制です。 

- Tall で力ーソルの移動びでをます。 

[ xx : xx : xx ] 


メイン設定 


フラットパッド 

無効 

有効 

タッチパネルモード 

タッチパネルモード 
タブレットモード 
自動 

現在の状態 

-「タッチパネルモード」び「自動」に設定されているとさのみ表示されます。 

タッチパネルモード 
の設定状態に応じ、 
r タッチパネルモー 
ド」または「タブ 
レットモード」のど 

ち5かび表示されま 
す。 

Fn /左 Ctrl キー 

-キーボードの Fn キーと Ctr ■キーの機能を入れ替えるかどラかを設定します。 

標準 

入れ替え 

内蔵テンキーモード 

-キーボードのテンキー部分の動作を設定します。 

•「 NumLock 連動」を選ぶと 、 NumLock LED びオンのときにテンキー部分びテンキーとして動 
作しまず。 

- 「 Fn キー」を選ぶと、肥百キーを巧したときだけテンキーとして動作します。 

NumLock 連動 

Fn キー 

ディスプレイ 

- Windows び起動するまでの表示先を設定します。か部ディスプレイを接続していないとをは、 
r か部ディスプレイ」を選んでいてち、すべての情報び内部 LCD に表示されます。 

外部ディスプレイ 

内部 LCD 

LCD 輝度モード 

-[高輝度]び選択されている場合、[通常輝度]び選択されているとさより LCD 輝度は約2倍明 
る<なり、消費電力ち増加します。 

通常輝度 
高輝度 
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充電中バッテリー状態表を 

点む 


明滅 

Power On AC 

無交力 


有効 

LID スイッチ 

無効 


ち効 

環境 

常温 


ちご日 
巧/皿 


自動 

現在の状態 

バッテリーの状態に 

-「環境」び「自動」に設定されているとさのみ表示されます。 

よって、「常温」ま 
たは「高温」のどち 

5 かび表おされま 
す。 
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►Concealed Mode 設定 ヴブメニユー表示*2 

2 「Concealed Mode 設定」を選択したとさに表おされるヴブメニュー 


Concealed Mode 

無効 

有効 

LCD バックライト 

オン 

•「Concealed Mode 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

最低輝度 
オフ 

LED 

オン 

•「Concealed Mode 」 び「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

-か部デバイスの LED には働きません。 

オフ 

サウンド 

オン 

•「Concealed Mode 」 び「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

オフ 

お線電波 

オン 

•「Concealed Mode 」 び「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

オフ 

Backlit Keyboard 

オン 

• Backlit Keyboard 内蔵モデルのみ 

•「Concealed Mode 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

オフ 

ファン 

オン 

• に〇萌63|6€||\^〇018」び r 有測に設定されているときのみ、ファン設定 
を変更でさます。 

オフ 


►フアン故障診断 


サブメニュー表示 
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下線は工場出荷時の設定です。 

►CPU 設定 サブメニュー表ちつ 


つに PU 設定」を選択したときにまおされるサブメニュ ー 


データ実行防止機能 

-「有効」にすると、八ードウエアデータ実行防止 ( DEP ) 
機能び有効になります。 

無効 

有効 

Hyper Threadin 曰 Technology 

無効 


有効 

Core Multi-Processing 

無効 


有効 

Intel ( R ) Virtualization Technology 

無効 


有効 

Intel ( R ) Trusted Execution Technology 

無効 

• Intel ( R ) AMT サポートモデルのみ 

有効 


周辺機器設定 

►シリアルポート設定 ] ヴブメニユー表示’4 

• シリアルポート A/B および GPS を設定します。 


‘ 4 J シ U アルポート設定」を選択したときにまおされるサブメニユー 


シ U アルポート A 

無効 

有効 

自動 

I/O IRQ 

-「シリアルポート A 」 が「有効」に設定されているときのみ設定でをます。 

3 F 8/ IRQ 4 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 7 

2 E 8/ IRQ 5 

シ U アルポート B 

無効 

有効 

自動 

I/O IRQ 

-「シリアルポート B 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

3 F 8/ IRQ 4 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 7 

2 E 8/ IRQ 5 
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GPS 

無効 

• GPS 内蔵モデルのみ 

有効 

自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

• GPS 内蔵モデルのみ 

2 F 8/ IRQ 3 

- 「 GPS 」 が r 有細に設定されているときのみ設定できます。 

3 E 8/ IR 07 

2 E 8/ IRQ 5 


HDD コント□-ラ設定 

Compatible 

- <重要 > この設定は変更しないでください。変更ずると、 0 S び正常に動作しなくなります。 

AHCI 

光学ドライブ 

無効 


有効 

LAN 

無効 


有効 

Power On by LAN 機能 

禁止 

- 「 LAN 」 び「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

許可 

• [ Power 加 by LAN 機能]を使うには、[デバイスマネージャ ー] でも設定が必要です。 

( ) 
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►無線設定_と t ブメニユー表示’5 

‘ 5 「無線設定」を選択したとさにまおされるサブメニユー 


無線スイッチ 

無効 

有効 

お線 LAN 

無効 

• 無線 LAN 内蔵モデルのみ 

• WiMAX 対応モデルのみ、 r 無線 LAN / WiMAX 」 び表おさ 
れます。 

有効 

ワイヤレス WAN 

無効 

• ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 

有効 

Bluetooth 

無効 

• Bluetooth 内蔵モデルのみ 

有効 


モデム 

無効 

-モデム内蔵モデルのみ 

有効 

Express Card ス□ット 

無効 


有効 

PC 力ードス□ット 

無効 


有効 

SD ス□ット 

無効 


有効 

スマートカード 

無効 

• スマートカードス□ット内蔵モデルのみ 

有効 

USB ポート 

無効 


有効 

ポートリプリケーター USB ポート 

無効 

• 「ポートリプリケータ ー USB ポート」を「無効」に設定すると、ポートリプリケーターの USB コ 

有効 

ネクターも無効になります。 


レガシー USB 

無効 


有効 
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Boot Mode 

高速 


通當 


起動オプション優先度 


起動オプション# 1 

USB フ □ ツピー *6 

起動オプション# 2 

八ードディスク 

起動オプション# 3 

CD/DVD ドライブ 

起動オプション# 4 

LAN 

起動オプション# 5 

USB 八ードディスク 

起動オプション# 6 

USB CD/DVD ド'ラィブ 


■ 起動順位を変更ずるには 

工場出荷時の起動順位は 「 USB フ□ッピー‘6」一「八ードディスク」一に〇のソ〇ドライブ」一 「 LAN 」 一 rUSB 八ード 
ディスク」一 「 USBCD / DVD ドライブ」です。 

• 変更したい起動デバイス上で 巧巧を^ を巧し、起動デバイスを下記のメニューか5選んでください。 

-新たに選択した起動デバイスび、すでに r 起動オプション（が〜#6)」のいずれかにある場合、元の起動デバイスと、 
新たに選択した起動デ/ くイスの起動順位び入れ替わりまず。 

- L ソ下のメニューで「無効」を選んだ場合、無効になった r 起動オプション」は認識されず、その次の起動デバイスび 
作動します。 


八ードディスク 
CD/DVD ドライブ 
LAN 

USB フ □ ツピー *6 
USB 八ードディスク 
USB CD/DVD ドライブ 
無効 


*6 


USB フ□ッピーか6の起動は、当社製外部 FDD (品番： CF - VFDU 03 U ) で動作を確認しています。 
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起動時の表示設定 下線は工場出荷時の設定です。 


Setup Utility 表示 

•「Setup U 川 ity 表示」が「無効」になっていると 、 [Press F 2 for Setup / F 12 for LAN ] というメッ 
セージが [ Panason 崎起動画面に表示されません。ただし、メッセージが表示されなくても 
と F12 は働さます。 

無効 

有効 

Boot Popup Menu 

無効 

有効 

起動時のパスワード 

無効 

有効 

復帰時のパスワード 

-「起動時のパスワード」び「有効」に設定されているとさのみ設定でさます。 

無効 

有効 

休止復帰時の起動デバイス 

優先デバイスを試行 
八ードディスクのみ 

スーパーバイザーパスワード設定 

サブメニュー表ち 

八ードディスク保護 

-「スーパーバイザーパスワード設定」び設定されているとさのみ変更でさます。 

無効 

有効 

ユーザーパスワード保護 

保護しない 

保護する 

ユーザーパスワード設定 

-「スーパーバイザーパスワード設定」び設定されているとさのみ変更できます。 

サブメニュー表を 

►内蔵セキュリティ （ TPM ) 

• 内蔵セキュリティ （ TPM ) 内蔵モデルのみ 

•詳しくは^『取扱説明書内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧ください。 
@ (スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に 
rc :¥ util ¥ dnvers ¥ tpiTi ¥ readiTie.pdfJ と入力して、 Enter を押してください。 

サブメニュー表示 

►指紋認証セキュリティ 

-指紋センサー内蔵モデルのみ 

サブメニュー表示 

► AMT 設定 

• Intel ( R ) AMT 対応モデルのみ 

サブメニュー表示 
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設定を保存して再起動 

設定内容を保をして再起動する 

設定を保存しないで再起動 

設定内容を保存せずに再起動ずる 


保存オプション 


設定を保存する 

設定内容を保なする 

設定を戻す 

設定内容を変更前の設定に戻ず 

デフオルト設定 

工場出荷時の設定に戻す 


デバイスを指定して起動 

(デバイス情報） 1次回に起動ずるデバイスを選択する 


►診断ユーティリテイ 


診断ユーテイリテイを起動ずる 
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画面の一部を拡大することびでをます。 


ズームビューァーを起動する 


2 


@ (スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [ズームビユー 
アー] をク U ックする。 

[0 K ] をクリックする。 

• 画面ち下の通知領域にび表おされまず。 

び表をされない場合は、画面ち下の通知領域の W をクリックしてくださ 
し、。 



ズームビューアーを 使ラ 


1 画面上の拡大したい部分にポインタ ー i ^ を合わせる。 

2 50を巧したままちクリックする。 

• ポインターを合わせた部分び拡大されまず。 

• @ をダブルクリックずるか、をちクリックし[表をずる]をクリックしても拡大できます。 

3 拡大表示ウインドウ （ A ) をドラッグして、拡大表示される部分を 
動かず。 

• 拡大表示ウインドウを非表示にするには、 P 1 (非表示ボタン） （ B ) をクリック 
する。 

または、拡大表ちウインドウの節囲外でクリックするか、瓦 ii を巧したままち 
クリックしてください。 

• 拡大表示ウインドウのサイズを変更するには、ち下の隅 （ C ) をドラッグして 
<ださい。 

拡大/縮ルでさるサイズの範囲は、画面の解像度により異なりまず。 


I ensure. 


S battery does nof 


ftemperature range 、 

pmperaturG is high, the temd 
|e with all its windows closJ'; 
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larged if its temper 

numb^\^ 

• turns 

e, hastening iT!^ 


进 tor" 
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お知らせ 


• 拡大表をウインドウの中のテキストや画像は、 J 広大表をされた瞬間（例：が1を巧したままちクリックした瞬間）の 
ちのになりまず。元の画面で変更した内容を拡大表ちウインドウに反映ずるには、 } 広大表をウインドウをクリック 
して < ださい。 

• アプリケーシヨンソフトによっては、ズームビューアーび働かない場合びありまず。 


■ Excel のセルの文字を拡大表示するには 

拡大表示ウインドウの中央にあるセルの文字を、テキスト表おウインドウ （ A ) に大さく表 
をすることびでさます。 


① 画面ち下の通知領域の @ をちクリックずる。 

② [ Excel テキスト表ち]にチェックマークを付ける。 

• 工場出荷時はチェックマークび付いています。 

• チェックマークをかすと、テキスト表をウインドウは表示されません。 


お知らせ 


-- イルのお藥(日表示の巧入のき式り）ツ-化のデ-$の）ウィン阿 ft 
; H ^ お a R A s • W 化 回 ご MS 


、’ .0 

E 



\A 礙 , 

単 ffi® 

A 

\A00^ 

300 

\ 100 

J 6000 



都支胤 


表示する ( Z ) 

( V Excel アキ乂卜を巧 ( E ) 

V 2倍酬 D ) 

3倍拡大の 

設定の… 

パージョン情報( V ) 
終了が） 


♦ 次の場合、テキスト表示ウインドウは表示されません。 

• お使いの Excel び、 Microsoft ® Excel 2000 / Microsoft ® Excel 2002 / Microsoft ® Office Excel 2003よりも前のバー 
ジョンの場合 

(上記よりち前のバージョンには対応していません。） 

-セルじ1外（テキストボックス、コメント、グラフなど）の文字の場合 
-印刷プレビュー画面の場合 

-テンプレートを使用してファイルを新規作成し、そのファイルを保存していない状態（保存ずるとテキスト表示ウ 
インドウび表ちされまず。） 

• 複数のウインドウで、同じ名前のファイルを開いているとをは、テキスト表おウインドウび表ちされない場合びあ 
りまず。また、ファイルによってもテキスト表ちウインドウび表示されない場合びあります。 
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• テキスト表をウインドウで表示される文字は、1番手前に表示されている Excel ファイル（選択されている Excel ファ 
イル）の}広大表示ウインドウの中央にあるセルの文字でず。 

• セルか5はみ出した文字上にポインターびあった場合は、テキスト表示ウインドウは表ちされません。はみ出した 
文字び格納されているセル上にポインター(拡大表ちウインドウの中央部分）を移動させてください。 


ズームビューアーを 設定する 


1 画面ち下の通知領域にある巨]をクリックし@をちクリックする。 

2 [設定]をクリックする。 表示するの 

[表示/巧表示のシヨートカットキーの割り当て] ン bcel テキスト表示旧 

• か部マウス/フラットパッドを使用するとき ✓ 2倍阿 

① [マウス/タッチパッド]をクリックずる。 3倍拡大の 

③亞1、 gig 、 を Bifi の中から組み合わせるキーをクリックし、チェック （ 設定 の…) 

マークを付ける。（複数キーの組み合わせび巧能です。例：丽+丽) パ-ジョン盾级( V ) 

③ [もクリック]またはにクリック]のいずれかのうち、上記の手順 ③で 選択し 巧了 ( X ) 


たキーと組み合わせて使ラちのを選択する。 

•キーボードを使用するとさ 
① [キーボード]をクリックする。 

③ エディットボックスをクリックし、 シヨー トカット用に使ラキーを巧す。 

(例：丽+1、国日+亟 + Z など） 

[ウインドウデザイン] 

拡大表をウインドウの形を選択しまず。 

蹈動] 

Windows の起動と同時にズームビューアーを自動的に起動するように設定したり、ズームビューアー起動時に説 
明を表をするよラに設定したりずることびでさまず。 

3 [ OK ] をクリックする。 
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本機の八ードウェアび正常に動作していない可能性びある場合は、 PC - Diagnostic ユーティリティを使って診断することび 
でさます。 

J \- ドウェアに問題び発見されたときは、ご相談窓□にご相談ください。 

このユーティリティでソフトウェアを診断ずることはでさません。 



で診断できる八ードウこ 



CPU 


• メモ U - 

• 八ードディスク 

• CD / DVD ドラィブ*] 

• ビデオコント□-ラー 
• サウンドコント□-ラー‘2 
• モデム’ 3 

• LAN 機能 

• 無線 LAN 機能 '4 
• ワイヤレス WAN 機能*5 

• Bluetooth 機能 *6 

• GPS マ 

• USB 

• PC 力ードコント□-ラー 

• SD 力ードコント□-ラー 

• ExpressCard コン ト□— ラー 

• スマートカードコント□- ラー * 8 
• シリアルポート 
• キーボード 
• フラットパッド 
• タッチパネル 

‘1別売りの CD / DVD ドライブ挿入時のみ 

つ Windows メニューで音声をオフにしている場合や 、 「Concealed Mode 設定」で「サウンド」をオフにしている場合は、ビープ音は鳴 
りません。 

‘ 3 モデム内蔵モデルのみ 

‘ 4 無線 LAN 内蔵モデルのみ 

‘5ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 

* 6 Bluetooth 内蔵モデルのみ 

つ GPS 内蔵モデルのみ 

* 8 スマートカードス□ット内蔵モデルのみ 
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• ビデオコント□-ラー診断の実行中に、画面び乱れることびあります。また、サウンドコント□-ラー診断の実行中に、 
スピーカーか5音び出ることびあります。いずれち故障ではありません。 


PC - Diagnostic ユーテイリテイについて 


• 八ードディスクとメモリーについては、標準診断と拡張診断のいずれかを選択でさます。 
PC - Diagnostic ユーテイリテイび起動すると、標準診断びスタートしまず。 


• 操作にはフラットパッドを使用ずることをお勧めします。フラットパッドを使わない場合は、内蔵キーボードをお使い 
ください。タッチ/ネルは使用しないでください。 


■ 操作内容 

フラットパッド操作 

内蔵 キーボー ド操作 

アイコンを選ぶ。 

アイコンの上にポインターを置く。 

S 田 ace を巧し、今令个みを巧す 

(囚（閉じる）は選択でをません）。 

アイコンをクリックずる。 

クリックずる（ちクリックは使えません）。 

アイコンの上で Space を巧す。 

PC-Diagnostics ユーテイリテイを 
終了し、パソコンを再起動する。 

囚(閉じる）をクリックする。 

Ctrl + Alt + Del を巧す。 


• フラットパッドび正常に動作しない場合は、 Ctrl + Alt + Del を巧すか、電源スイッチをスライドして電源を切り、パ 
ソコンを再度起動してか5 PC - Diagnostic ユーテイリテイを起動してください。 
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診断を実行する 


セットアップユーティリティの設定を工場出荷時の状態に戻して診断を実行してください。 

セットアップユーティリティその他の設定でノドウエアび無効になっていると、そのハードウエアのアイコンびグレー 
表ちされまず。 

下記の方法のほかに、セットアップユーティリティの「終了」メニューの「診断ユーティリティ」か5診断を起動する方 
法もありまず。 （今90ぺージ） 


1 AC アダプターを接続ずる。 

診断び完了するまで、 AC アダプターを取りかしたり、周辺機器を取り付けたりしないでください。 

2 無線切り替えスイッチ （今68ぺーソ） の電源を入れる。 


3 


4 

5 


6 


パソコンの電源を入れるか再起動し、 [Panasonic] 起動画面が表示されている間に、每また 
は De! を押す。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表をされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

• セットアップユーティリティを工場出荷時の設定か5変更している場合は、設定をメモしておくことをお勧め 
します。 

F9 を巧す。 

確認メツセージで[はい]を選択してを巧してください。 


而 を巧す。 

確認メツセージで[はい]を選択して Inter を巧してください。 
パソコンび再起動します。 


[Panasonic] 起動画面び表示されている間に、画面下に 「Please Wa け」と表示されるまで 
Ctri + f7 を巧す。 


PC - Diagnostic ユーテイリテイび起動すると、すべての八ードウエアの診断び順番に始まります。 

• パスワード入力画面び表をされた5、パスワードを入力してください。 

• ハードウエアアイコンの左側のバ ー( A ) び青色と黄色に交互に点滅し始めるまで、フラットパッドと 
内蔵キーボードは使えません。 

• 画面上のアイコンをクリックして、次の操作をすることびでさまず。 

• Q :診断を最初か5実行ずる。 

• D : 診断を中止ずる。 （ D をクリックしてち、途中から再開ずることはでさません） 

• (3 :ヘルプを表をする。（画面をクリックするか、 Space を巧ずと元の画面に戻りまず) 
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• 診断状況は、八ードウエアアイコンの左側に表示されるバー （ A ) の色で確認でさます。 

-水色：診断を実行していません。 

-青色と黄色び交互に点滅：診断を実行中です。点滅の間隔は、標準診断か拡張診断かにより異なります。 

メモリー診断の場合は、画面が長い間停止状態になる場合があります。診断が終了するまでお待ちください。 
-緑色：問題は見つかりませんでした。 

• 赤色：問題び見つかりました。 


お知 5 せ 


m 下の手順で、特定の八ードウエアの診断を実行したり、メモリーや八ードディスクの拡張診断を実行したりずる 
ことびでさまず（拡張診断はメモリーと八ードディスク専用に用意されています)。拡張診断は詳細な診断を行ラた 
め、実行び終了ずるまでによりをくの時間びかかりまず。 


① D をクリックして診断を中止する。 

② 診断しないハードウエアのアイコンをクリックし、グレー表ち （ B ) させる。 

メモリーまたは八ードディスクの診断を実行しているとさは、アイコンを一度クリックすると拡 
張診断 （「 FULL 」（ C ) びアイコンの下に表ちされます）になりまずので、再度クリックしてアイ 
コンをグレー表示 （ D ) させてください。 

⑤ D をクリックして診断を開始する。 




7 ずべての八ードウエアの彭断び終わった5、彭断結果を確認ずる。 

パ'-の色び赤色になり 、 ["Check Result TEST FAILED 」 び表ちされた 5、 八ードウエアに問題びあると考え 5 れ 
ます。ホ色の八ードウエアを確認し、ご相談窓□にご相談ください。 

バーの色び緑色になり 、 ['Check Result TEST PASSED 」 び表をされた 5、 八ードウエアは正常に動作していま 
す。そのままパソコンをお使いください。それでもパソコンび正しく動作しない場合は、ソフトウエアを再インス 
卜ールしてください（二『取扱説明書基本ガイド』「再インストールする」）。 
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お知らせ 


• RAM モジュール（別売り）を増設してメモリーの診断を実行し 、 ["Check Result TEST FAILED 」 び表ちされた場合 
は、増設した RAM モジュールを取りがし、診断を実行してくださし)。再び I'Check Result TEST FAILED 」 のメッ 
セージび表おされた場合は、内蔵 RAM モジュールに問題びあると考え5れます。 


8 囚 (閉じる）をクリックするか、巧 H + SR + B 巧を押してパソコンを再起動する。 
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Windows 7に搭載されている「システムイメージの作成」および「システム回復オプション」の「システムイメージの回 
復」を使ラことで、八ードディスク全体をバックアップおよび復元ずることびでさます。 


本機能の使用により生じたお客さまの損害（データの消失を含む）については補償いたしかねます。 


八ードディスクをバックアップする 


八ードディスク全体のバックアップを別の記憶媒体（例：か付け八ードディスク）に作成するには、下記の手順を行って 
<ださい。 

① ©(スタート）-[コント□-ルパネル]-[バックアップの作成]をクリックする。 

③ [システムイメージの作成]をクリックずる。 

⑤ バックアップする場所を選択し、[次へ]をクリックずる。 

じ I 降は画面の指おに従って<ださい。 


お知5せ 


• AC アダプターを接続し、バックアップび完了するまで取りがさないでください。 


八ードディスクを復元する 


r システムイメージの作成」を使ってバックアップしたイメージデータを復元するには、「システム回復オプション」の 
r システムイメージの回復」を使います。 


お知5せ 


• m 下の操作は、お買い上げ後に初めて電源を入れたときや再インス!ル直後には行えません。一度 Windows を起 
動/終了させると操作可能になります。 

• AC アダプターを接続し、バックアップび完了するまで取りがさないでください。 

• Windows び起動しない場合は、「システム回復オプション」を起動し、[システムイメージの回復]をクリックしてく 
ださい。 （今100ぺーシ） 


1 @ ロタート）-[コント□-ルパネル]-[バックアップの作成]をクリックずる。 

2 [システム設定またはコンピューターの回復]をクリックする。 

3 [高度な回復方法]をクリックする。 

4 [む前に作成したシステムイメ ージを使用してコンピューターを回復する]をクリックする。 
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• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

5 ファイルをバックアップずる場合は、[今ずぐバックアップ]をクリックする。 

• ファイルをバックアップしない場合は、[スキップ]をクリックしてください。 

パスワードの入力画面び表をされた場合は、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力し 
て < ださい。 

6 [再起動]をクリックする。 

• パソコンび再起動します。 

パスワードの入力画面び表ちされた場合は、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力し 
て < ださい。 

7 [巧へ]をクリックする。 

すでに選択されているキーボードレイアウトじ(がは指定しないでください。 

8 「このコンピューター上にシステムイメージが見つかりません」という画面び表示された場合 
は、システムイメージをバックアップした記憶メディア（が付けハードディスクなど）を本機 
に接続し、[再試行]をクリックする。 

9 [巧へ]をクリックする。 

画面の指をに従って < ださい。 

■ システム回復オプションを表示ずる 

• 「詳細ブートオプション」画面か5行ラ方法 

① パソコンの電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び消えてかを巧し続ける。 

• じ(下の操作中に、[パスワードを入力してください]と表ちされたとさは、スーパーバイザーパスワードまたはユー 
ザーパスワードを入力してください。 

② 「詳細ブートオプション」画面び表ちされた5、指を離す。 

③ すとみを使ってロンピューターの修復 I を選び Enter を巧す。 

[システムイメ ージの回復]び表示されまず。 

④ [次へ]をクリックする。 

-ずでに選択されているキーボードレイアウト LU かは指定しないでください。 

⑤ Windows で登録したユーザーアカウント名を選ぶ。 

⑥ パ スワードを入力し、 [ OK ] をクリックする。 
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• プ□ダクトリカバリー DVD-ROM を使う方法 

① パソコンの電源を切り、マルチメディアポケットに CD/DVD ドライブをセットする。 （今33ぺージ） 

② パソコンの電源を入れて、 [Panason 句起動画面び表おされている間に、 F をまたは田石!を巧す。 

. セットアップユーティリティび起動します。 

-パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

⑤セッ トアップユーティリティの内容を書さ写し、 gg を巧ず。 

•確認のメッセージび表示された5「はい」を選び、 巧巧品^ を巧してください。 

④ 円面を巧ず。 

•確認のメッセージび表をされた5「はい」を選び、 巧巧品^ を巧して<ださい。 

-パソコンび再起動します。 _ _ 

⑤ [Panason 句起動画面び表ちされている間に、 R または Del を巧す。 

•セットアップユーティリティび起動します。 

-パスワード入力画面び表をされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

⑥ プ□ダクトリカバリー DVD-ROM を CD/DVD ドライブにセットする。 

⑦ 「終了」メニューの「デバイスを指定して起動」で、 [TEAC DV-W28XXX] を選択する。 

⑥ Enter を巧す。 

-パソコンび再起動しまず。 

⑨ [システム回復オプションを起動ずる]を選び、[次へ]をク U ックずる。 

⑩ [次へ]をクリックする。 

-すでに選択されているキーボードレイアウトじ I かは指定しないでください。 

⑩ 画面の指示に従って操作ずる。 
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パソコンを廃棄または譲渡ずる場合には、データび流出しないよラ、八ードディスクのデータをずべて消去してください。 
通常の Windows メニューでデータの消去や八ードディスクの初期化を行った場合でも、特殊なソフトウエアを使ラと、消 
去されたデータび読み出される可能性びあります。八ードディスクデータ消去ユーティリティを使って、データをずべて消 
去して < ださい。 

市販のソフトウエアをアンインス I ルせずに譲渡ずると、ソフトウエア使用許諾契約に違反ずるおそれびありますので 
ごま意 < ださい。 


八ードディスクデータ消去ユーティリティでは、データを上書さする方法を用いていまずび、誤動作や誤操作び起こる 
と、データび完全に消去されない場合びありまず。また、特殊な機器により読み出される可能性びあります。非常に機密 
性の高いデータを消去する必要びある場合には、専門業者に依頼することをお勧めします。また、このユーティ U ティの 
使用により生じた損失や損害については補償いたしかねまず。 


お願い 


• 内蔵八ードディスクにのみ有効です。が付けの八ードディスクには働さません。 
• 実行すると、八ードディスクか5は起動しなくなりまず。 

• 損傷した八ードディスクのデータは消去でさません。 


お知5せ 


• 八ードディスクのデータを消去しても、 DVD - Video のリージョンコードを設定できる回数はリセットされません。 

• パーテイシヨンを指定してデータを消去ずることはでさません。修復用領域を含む八ードディスク全体のデータび消 
去されます。 


準備 

• 次のちのを準備してください。 

• プ□ダクトリカバリー DVD-ROM (付属） 

-当社製 CD / DVD ドライブ（別売り） 

• すべての周辺機器 （ CD / DVD ドライブむか）を取り外してください。 

• AC アダプターを接続して、操作び完了ずるまで取りかさないでください。 

1 パソコンの電源を切って、 CD/DVD ドライブをマルチメディアポケットの中に入れる 

( A 33 ぺーソ )0 

2 パソコンの電源を入れて、 [Panasonic] 起動画面び表示されている間に、巧または Del を巧 
ず。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表をされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 
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3 Fg を巧す。 

確認メッセージび表をされた5「はい」を選び、 巧巧瓦^ を巧してください。 

4 no を巧す。 

確認メッセージび表ちされた5「はしりを選び、 巧巧品^ を巧してください。 

パソコンび再起動します。 

5 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、覃または Def を巧す。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

6 CD / DVD ドライブにプ□ダクトリカバリー DVD - ROM をセットずる。 

7 「終了」メニューを選び、「デバイスを指定して起動」で 「TEAC DV - W 28 XXX 」 を選択する。 

8 Enter を巧ず。 

パソコンび再起動します。 

• 「パスワードを入力してください」び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワード 
を入力して < ださい。 

9 [セキュリティ のため ハー ドディスクの内容を消去する]を選び、 [ 巧へ] をクリックする。 

ブ〇 確認のメッセージで「はい」をクリックずる。 

ブブ [実行する]をクリックする。 

12 再度[実行する]をクリックする。 

13 [はい]をクリックする。 

八ードディスクのデータ消去び始ま0ます。 

14 終了のメッセージび表示された5、プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を取り出し、 [ OK ] を 
クリックずる。 













技術眉報 
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ネットワーク接続と通信ソフトウエアについて 


省電力機能は、通信ソフトウェアを終了してか5お使いください。 

• 通信ソフトウェアを使用中に省電力機能（スリープ機能や休止状態機能）び働くと、ネットワーク接続び切れたり、パ 
フォーマンスび低下したりすることびありまず。その場合は/':ソコンを再起動してください。 

• ネットワーク環境でお使いのとさは、「コンピューターをスリープ状態にする」と r 次の時間び経過後休止状態にする」 
を[なし]に設定ずることをお勧めします。 （今10ページ） 


Windows 関連フアイルについて 


プ□ダクトリカバリー DVD-ROM に収録された Windows 関連ファイルは、下記のフォルダーにインス!ルされていま 
す。 

c:¥windows¥support¥miawiz, c:¥windows¥support¥tools, c:¥windows¥support¥loggina 


シリアル機器について 


本機の COM ポートは、下記のよラに割り当て5れていまず。 

• COM1 :シリア ルポー ト A 

• COM2 :シリアルポート B (ポートリプリケーター‘ 1) 

• COM3 : GPS*2 
'1 別売り 

*2 GPS 内蔵モデルのみ 

設定を変更すると、シリアル機器び正常に動作しないことがあります。 
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エラーコードやメッセージび表ちされた場合は、下記の対処の説明に従ってください。それでち解ミ夫でさない場合、または 
下記 L ソがのエラーコードやメッセージび表ちされた場合は、ご相談窓□にご相談ください。 


エラーコード/メ ッ セージ 

対処 

システム CMOSf 直が正し< 
ありません。 

システム CMOS のチェック 
サムが正しくありません。 

セットアップユーティリティの設定内容を保持しているメモリーの内容び正しくありませ 
ん。これは、プ□グラムなどの意図しない動作により、メモリーの内容び変更された場合に 
起こるエフーです。 

• セットアップユーティリティを起動し、デフォルト設定にした後、必要に応じて適切な 
値に設定し直してください。 

• それでち表ちされる場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテリーの交換び必要にな 
る可能性びありまず。ご相談窓□にご相談ください。 

曰付と時刻の設定が正しく 
ありません。01/01/2010に 
設定しました。 

日付と時刻の設定び正しくありません。 

• セットアップユーティリティを起動し、日付と時刻を正しく設定してください。 

• それでち表示される場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテリーの交換び必要にな 
る可能性びありまず。ご相談窓□にご相談ください。 

< F 2> キーを押ずとセット 
アップを起動しまず。 

• エラー内容をメモした後、 F2 または Del を巧してセットアップユーティリティを起動 
してください。必要に応じて設定を変更してください。 

RAM モジュールエラー で 
ず。 

RAM モジュールび正しく取り付け5れていなかったり、指定 L ソかの RAM モジュールび取 
り付け5れていたりすると、パソコンの電源を入れたとをにビープ音び鳴り、 「 RAM モ 
ジュールエラーです。」といラメッセージび表示されまず。 

• 電源スイッチを4秒間じ(上スライドしてパソコンの電源を切り、 RAM モジュールの仕 
様び指定の物であることを確認し、正しく取り付け直してください。 
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トラブルび発生した場合は、じ(下の方法をお試しください。じ(下の方法でち解ミ夫しない場合は、当社ご相談窓□にご相談く 
ださい。ソフトウェアに関する問題は、ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

. パソコンの使用状態を確認するには （4119ぺージ） 

■ 終了時 


Windows の終了または再起動がでさ 
ない。 

• USB 機器を取りかしてください。 

• 終了するまで1〜2分かかる場合びありまず。 


ディスプレイ 


Fn + F2 してち画面び明る < な 

5ない。 

• 周囲の温度び高い場合、誤動作を防ぐために輝度び低<設定されまず。 

5で〜35での環境でお使いください。 

ディスプレイに「電源オプション」画 
面び表示されるのに時間びかかる。 

• 次の手順を実行し、省電力設定ユーティリティにより r パナソニックの電源 
管理のコピー」び100個じ(上作成されていないか確認してください。 

① 画面ち下の通知領域の IQ または©をクリックし、[その他の電 
源オプション]をクリックする。 

感 r 追加のプランを表をしまず」をクリックする。 

[パナソニックの電源管理のコピー]び1件じ Lb 表示されたとをは、削除ずる 
電源プランを選んで [ プラン設定の変更]- [ このプランを削除]をクリック 
し、削除して<ださい。 


スリープ-休止げ態機能 


スリープまたは休止状態に入ることび 
でさない。 

• USB 機器をいったん取りかしてください。それでも正しく動作しない場合は、 
パソコンを再起動してください。 

• スリープ-休止状態に入るまで1〜2分かかる場合びあります。 

• モデム経由で通信している場合、パソコンびスリープ状態に入5ないことび 
あります。 

• リジューム直後はスリープまたは休止状態に入りません。約1分間お待ちくだ 
さい。 

自動的にス U - プまたは休止状態に入 
5ない。 

• 周辺機器を取りがして<ださい。 

• 無線 LAN 機能を使ってネットワークに接続している場合、プ□ファイルを選 
択し、アクセスポイント （今72ベー ジ） に接続してください。 

• 無線 LAN 機能を使わない場合、無線 LAN の電源を切ってください。 （今71ぺ一 
ジ） 

• 八ードディスクに定期的にアクセスずるソフトウエアを使っていないか確認 
して < ださい。 
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スリープ-休止げ態機能 


パソコンびリジュームしない。 

• 電源スイッチを4秒じ Lb 巧し続けると、パソコンび強制終了し、リジュームし 
ません。その場合、保存されていないデータはすべて失われまず。 

• パソコンびスリープ状態のときに、 AC アダプターとバッテリーパックを取り 
かしませんでしたか？ 

スリープ中に電力の供給びなくなると、保巧されていないデータは失われ、 
パソコンはリジュームしません。 

• バッテリー残量びありません。スリープまたは休止状態でも電力は消費され 
ます。 


サウンド 


音び聞こえない。 

• またはを巧してミュートを解除してください。 

• Fn+F8 を押して Concealed Mode を解除してください。 

• パソコンを再起動してください。 

音び乱れる。 

• FS とのキーの組み合わせによる操作をずると、音び乱れることびあります。 
再生をいったん停止し、再生し直してください。 

| 〇 +|5 または Fn+F6 で音量を変更 
でさない。 

• Windows サウンド機能を有効に設定してください。サウンド機能び働いてい 
ないと、 國び 表ちされてち音量は変化しません。 

□グオン時（パソコンの U ジューム時 
など）に音びひずむ。 

• 次の手順を実行し、サウンド設定を変更して音声出力を停止して<ださい。 

① デスクトップをちクリックし、[個人設定]-[サウンド]をクリック 
する。 

感 [ Windows スタートアップのヴウンドを再生する]のチェックマーク 
をがす。 


■キーポード 


日本語び入力でさない。 

• 半ち/をちを 巧して日本語入カモードにしてください。 

数字しか入力でさない。 

• NumLK ランプのの点な中は、キーボードびテンキーモードになっています。 
Mumlk を巧して解除してください。 

大文字しか入力でさない。 

• Caps Lock ランプ回の点な中は、キーボードび大文字入カモードになってい 
ます。 Shift+Caps Lock を巧して解除してください。 

特殊文字化、る、？など）や記号び入 
力でさない。 

• 文字コード表を使ってくださし、 @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]-[ァク 
セサリ]-[システムツール]-[文字コード表]をクリックして < ださい。 
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ネツトワーク 


ネットワークに接続でさない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 LAN 」 または「モデム」 

を「有測に設定してください。 （今85ぺーシ） 

パソコンの MAC アドレスび確認でさ 
ない。 

• 次の手順を行って < ださい。 

① 曾 (スタート）-[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ 
□ンプト]をクリックする。 

⑤ 「 qetmac/fo list / v 」 と入力し Enter を押す。 

• " C " と "け 0" の間、" fo " と " list " の間， " list " と 7 v " の間には 
それぞれスペースを挿入してください。 

⑤ 無$泉 LAN の MAC アドレス： 

rintel ( R ) Centrino ( R ) Advanced-N 6200 AGN 」 の「物理アドレス」 

の行に表をされる12けたの英数字をメモする。 

有$泉 LAN の MAC アドレス： 

rintel ( R ) 82577 LM Gigabit Network Connection 」 の「物理アドレス」 
の行に表ちされる12けたの英数字をメモする。 

④ 「 exit 」 と入力し Enter を巧ず。 


無線通信（無線 LAN / Bluetooth / ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ) 


ネットワークに接続でさない。 

• 無線切り替えスイッチをスライドし、無線 LAN をオンにしてください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 r 無線 LAN 」 /「ワイヤ 
レス WAN 」 / [ Bluetooth ] を「有効」に設定してください。 （今87ぺ ーシ） 

• パソコンを再起動してください。 

無線 LAN のアクセスポイントび検出 
されない。 

• パソコンとアクセスポイントとの距離を近づけて、再度検出してください。 

• 次の設定を確認して < ださい。 

. セットアップユーティリティの「詳細」メニューの「無線 LAN 」 び「有効」 
になっていることを確認してください。 （今87ぺージ） 

• IEEE 802.11 b / g のとさ、本機は1〜13’ 1 チャンネルを使用します。そのチャン 
ネルびアクセスポイントで使用されているかどラか確認してください。 

無線接続を行ラ場合、使用される周波数帯域をセグメントに分割し、さ帯域セグメン 
卜を用いて別個の接続を行ラことがでさます。「チャンネル」とは分割された個々の周 
波数帯域幅を言います。 

無線 LAN の接続び切れる。 

• r 周辺機器を接続ずる」の 「 LAN の通信速度び極端に遅<なる。」をご覧< だ 
さい （今111ぺ ーン） 
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■ 周辺機器を接続ずる 


ドライバーのインス I ル中にエラー 
が発生す る。 

• 力ードや周辺機器のドライバーをインス!ルする場合は、 OS に対応してい 
ることをご確認ください。未対応のドライバーを使用すると、誤動作につな 
びる場合びあります。ドライバーについては、周辺機器の製造元にお問い合 
わせ < ださい。 

• 周辺機器を接続する前に、まず周辺機器のドライバーび入っているメディア 
に D - ROM など）を確認し、メディアに対応した機器をマルチメディアポケッ 
卜に取り付けてください。いったんドライバーのインス I ル画面び表示さ 
れると、その後でマルチメディアポケットに取り付けた機器は認識されませ 

Aj 。 

周辺機器び動作しない。 

• ドライバーをインス!ルしてください。 

• 機器の製造元にお問い合わせください。 

• スリープ•休止状態か5リジュームした後、マウスやモデム、 PC 力ードなど 
び正しく動作しないことがあります。その場合はパソコンを再起動ずるか、 
機器を初期化して<ださい。 

• デバイスマネージャーで A び表ちされる場合は、機器をおさ挿ししてくださ 
し、それでち正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 機器の中には、パソコンび取り付け/取りがしを認識しなかったり、正常に 
動作しなかったりするちのびありまず。次の操作を行ってください。 

① ©(スター ト）- [ コンピューター]- [ システムのプ□パティ]- 
[デ/くイスマネージャー]をク U ックずる。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワー 
ドを入力しまず。 

② 該当の機器を選択し、[電源の管理]の[電力の節約のために、コン 
ピューターでこのデバイスの電源をオフにできるよラにする]の 
チェックマークをかず。（この項目びない場合もありまず。） 

• USB 機器び動作しない場合は、 USB 機器を接続し直ずか、別の USB ポートに 
接続してください。 

接続しているマウスび動作しない。 

• マウスの接続を確認してください。 

• マウスに対応ずるドライバーをインス I ルしてください。 

それでちマウスび動作しない場合は、セットアップユーティリティの「メイ 
ン」メニューで、「フラットパッド」を「無効」に設定してください。 （今82 
ベー ジ） 
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■ 周辺機器を接続ずる 


USB フ□ッピーディスクドライブび、 
起動ドライブとして動作しない。 

• ご使用のフ□ッピーディスクドライブによっては、正常に起動しない場合び 
あります。フ□ッピーディスクか5の起動は、当社製外部 FDD (品番： CF - 
VFDU 03 U ) で動作を確認していまず。 

• フ□ッピーディスクドライブを、直接パソコンの USB ポートに接続してくだ 
さい 。 USB ノ\ブやポートリプリケーターの USB ポートを経由して接続しない 
でください。パソコンの USB ポートにすでに接続している場合は、別の USB 
ポートに接続してみて<ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 rusB ポート」と「レガ 
シ ー USB 」 を「有効」に設定してください。 （今87ぺーシ） 

• セットアップユーティリティの「起動」メニューで、 r 起動オプション#1」を 
「 USB フ□ッピー」に設定してください。 （今88ぺージ） 

• パソコンの電源を切り、 USB フ□ッピーディスクドライブを接続後、パソコ 
ンを再起動してください。 

RAM モジュールび認識されない。 

• RAM モジュールを正しく取り付けてください。 

• 仕様に合った RAM モジュールをお使いください。 （今41ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューをご確認ください。 （今81 
ぺージ） RAM モジュールび認識されていない場合は、パソコンの電源を切 
り、取り付け直してください。 

割り込み要求 （ IRQ )、 I のポートアド 
レスなどのアドレスマップがねか5な 
い。 

• 次の手順で確認することびでさます。 

① @ (スタート）- [ コンピューター]- [ システムのプ□パティ]-[デバ 
イスマネージャー ] をク U ックする。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワー 
ドを入力しまず。 

⑤ [表ち]-[リソース （ 種類別）]をクリックずる。 
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■ 周辺機器を接続ずる 


シリアルコネクターに接続している機 
器び動作しない。 

• 接続を確認してください。 

• 機器のドライバーは働いていますか？詳し<は機器の取扱説明書をご覧<だ 
さい。 

• 同時に、2個のマウスを使わないでください。 

• セットアップユーティリティの「メイン」メニューで、「フラットパッド」を 
「無効」に設定してください。 （今82ぺ ージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニュー、「シリアルポート設定」ヴ 
ブメニューで、「シリアルポート A 」 を r 自動」に設定してください。 （今85 
ぺー ジ） 

• 使用でさるい0と IRQ は、機器により異なります。動作しないときは、セット 
アッフユーティリティの「詳細」メニュー、「シリアルポート設定」ヴブメ 
ニューで、シリアルポート A の ri / OIRQ 」 の設定を変更してみてください。 

ポートリプ U ケーターのシリアルポー 
卜 B び動作しない。 

• 使用できるい0と IRQ は、機器により異なります。動作しないときは、セット 
アップユーティリティの「詳細」メニュー、「シリアルポート設定」ヴブメ 
ニューで、シリアルポート B の ri / OIRQ 」 の設定を変更してみてください。 

印刷でさない。 

• プリンターの接続を確認してください。 

• プリンターの電源を入れてください。 

• プ U ンターはオンラインになっていまずか？ 

• 用紙びなかったり、つまったりしていませんか？ 

• プリンターの電源を入れてパソコンに接続後、パソコンを再起動してくださ 
し)。 

• プリンターびネットワーク経由で接続されている場合には、ネットワークの 
接続を確認してください。 

LAN の通信速度び極端に遅くなる。 

く無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

無線 LAN 接続び切断されている。 

• 次の設定をしてみてください。 

@ (スタート）-[コント□-ルパネル]- [ システムとメンテナンス]-[電源オプ 
シヨン]をク U ックし、[高パフォーマンス]を選択してウインドウを閉じる。 
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フラットパッド/タッチパネル 


ポインターび動かない。 

• 外部マウスを正しく接続してください。 

• キーボードを操作して、パソコンを再起動してください。 

© を巧し、；を2回巧し、下を巧し、[再起動]を選択して Enter を巧してく 
ださい。 — — 

■ キーボードで操作でさない場合は、「応答がない。」をご覧ください。 （4118ぺ一 
ゾ） 

フラットパッドを使って入力でさな 
い。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで、「フラットパッド」を 
「有効」に設定してください。 （今82ぺージ） 

• マウスのドライバーの種類によっては、フラットパッドび使えないことびあ 
ります。詳しくはマウスの取扱説明書をご覧ください。 

付属のスタイラスペンで正しい位置を 
指定でさない。 

• タッチパネルの補正（キヤリブレーシヨン）を実行してください。 （今8ぺ一 

ソ） 

タッチパネルを使って入力でさない。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで、「タッチパネルモー 
ド」 を r 自動」または「タブレットモード」にしてください。 （今82ベー ジ） 

Internet Explorer でフラツトパツドの 
スク□ール機能を使用でさない。 

• マウスポインターを Internet Explorer の外へ移動してか！5、あ！5ためて内側へ 
戻してみてください。 

Adobe Reader でフラツトパツドの水 
平スク□ール機能が使用でさない。 

• フラットパッドの[スク□-ルの設定]を確認してください。 

• ©(スター ト）-[コント□-ルパネル]-[ハードウェアとサウンド]-[マウス]-[フ 
ラットパッド]をクリックし、[スク□-ルの設定]にある[インテリマウスホ 
イール互換]にチェックマークを付ける。 


■ PC カード/エクスプレスカード 


力ードび使えない。 

• カードは正しく挿入されていますか？ 

• 規格に合った力ードをお使いください。 

• 力ードまたはその他の機器のドライバーをインス!ルした後、パソコンを 
再起動して < ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 「 PC 力ードス□ット」と 
「 ExpressCard ス□ット」を「有効」に設定してください。 （今87ぺージ） 

• ポートを正しく設定してください。 

■ カードの取扱説明書をご覧になるか、カードの製造元にお問い合わせください。 

• 力ードを入れ直してください。 （今35ぺ -ン） 

• 0 S に対応したドライバーをお使いください。 
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■ SD メモリーカード 


SD メモリーカードが使えない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 rsD ス□ット」を r 有 
効」に設定してください。 （今87ぺージ） 

• 本機は、一部の SD / SDHC メモリーカードの最大保証速度をヴポートしていま 
せん。 

■ スマートカード（スマートカードス □ッ ト内蔵モデルのみ） 

スマートカードが使えない。 

• スマートカードを正しく挿入してください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、「スマートカード」を 
「有効」に設定してください。 （今87ぺ ージ） 

• スマートカードをお使いになる場合には、専用のソフトウェアをご用意くだ 
さい。 


■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋の登録-認証びでさない。 


• 指を正しくスライドさせてください。登録と認証について詳しくは、 r 指紋セ 
ンヴーを使ラには」 （今51ぺージ） または「チュートリアル」をご覧くださ 
い。 

•曾 （スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ]- [コント□-ル 
センタ-]- [ ヘルプい[チュートリアル]をクリックする。 

• 指の状態がんソ下のよラな場合は、指を正し<スライドさせてち登録•認証び 
でさなかったり、正しく認証されなかったりすることびあります。 

-皮膚び荒れていたり、切り傷や皮膚炎びある 
-極度に乾燥している 
-おや油で巧れている 
-指紋び摩耗して溝び浅<なっている 
. 水にめれている、または湿っている 

< ULh のよラな状態の場合は、次の処置で改善ずることびでさます> 

• 手を洗ったりふいたりずる 
-登録-認証に別の指を使ラ 

-皮膚び荒れたり乾燥している場合は、八ンドクリームで手入れをする 
• 指紋センサーをされいにしてください。詳しくは r 指紋センサーの取り扱い 
について」 （今58ぺージ） をご覧ください。 

• 上記の方法を行ってち改善されない場合は、指紋センサーに不具合びある場 
合びありまず。ご相談窓口にご相談ください。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋センサーび動作しない。 


• センサーを交換するときは、エクスポートしたパスポートび役に立ちます。 

• 管理ちのユーザーアカウントで Windows に□グオンする。 

Windows の□グオンパスワードを使って常にパソコンにアクセスできます。 
便利モードでは、どのユーザーちそれぞれの□グオンパスワードでパソコン 
にアクセスでさまず。 

• [File Sa 词 [Personal Sa 词にアクセスするには 
[File Sa 词には 、 [File Sa 词バックアップパスワードを使ってアクセスでき 
ます。 

[Personal Sa 词には 、 [Personal Sa 词バックアップパスワードを使ってア 
クセスでさます。 

-その他の機能 

センサーの交換/取りかしは r 指紋センサーの交換」の説明に従って<ださ 
し、。 （今116ぺー ジ） 

いくつかの機能（パスポートの削除など）はセンサーなしで行えます。削除 
操作の場合は、パスワードダイア□グを出すために、指紋認証操作をキャン 
セルする必要びありまず。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋を登録でさない。（けびなど） • このよラな問題を避けるために、少なくとち2つの指紋を登録しておくことを 

お勧めしまず。複数の指紋を登録してある場合は、使用でをる指を使って< 
ださい。指紋登録び1つしかない場合は、[指紋管理]を使って追加の指紋を登 
録することをお勧めしまず。 


登録した指びどれち使えない場合は、 L ソ下の操作を行ってください。 

① 管理ちのユーザーアカウントで Windows に□グオンする。 

Windows の□グオンパスワードを使って常にパソコンにアクセスできま 
す。便利モードでは、どのユーザーちそれぞれの□グオンパスワードで 
パソコンにアクセスでさます。 

感 登録した指紋をアップデートずる。 

Protector Suite の機能をすべて使うには、使用できる指紋登録を持って 
いることび必要でず。[指紋の管理]画面に入ってください。 

• バックアップパスワードを使っていない場合は、 Windows のパスワードを 
使って入ることびでさます。 

. バックアップパスワードを使っている場合は、バックアップパスワードで入 
ることびでさます。 

. バックアップパスワードを使って いない 場合は、異なる指紋を追加する他の 
方法はありません。この場合は、指び再び使えるよラになる（傷び治るな 
ど）まで待つか、パスポートを削除（[ユーザーデータの削除]使用）して、 
新しい指紋を登録し直ずことをお勧めします。 

パスポートを削除した場合は、保存されたすベてのシークレットデータ（パ 
スワード 、 [File Safe]、[Personal Safe ]、 暗号化キ ー） び消失しますのでご 
ま意ください。削除操作を行ラには、パスワードダイア□グを出すために指 
紋認証操作をキャンセルすることび必要です。そして Windows の□グオン 
パスワードを入力してください。 

• [File Safe ] にアクセスするには 

手順 ②を 行っていない場合は 、 [File Sa 词バックアップパスワードを使って 
[File Safe ] にアクセスでさまず。 

• [Personal Sa 词にアクセスずるには 

手順 ⑤を 行っていない場合は 、 [Personal Sa 词バックアップパスワードを 
使って [Personal Sa 词にアクセスできます。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ） 


TPM び使えない。 

• TPM (内蔵セキュリティチップ）を一緒に使用している場合に、 TPM び損傷 
または削除されたり、無効になったりしている場合、[複数要素]は動作しませ 

[複数要素]バックアップパスワードを使用しない場合は、 r 所有者データの再 
登録」を行ってください （今60ぺー ジ)。 [複数要素]バックアップパスワード 
を使用する場合は、 m 下の手順を行ってください。 

① @ (スタート）-[ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ] -[コントロール 
センター]をクリックする。 

② [認証]-[複数要素]をクリックする。 

⑤ r 指紋 + TPM **」 L ソかの方法を選択ずる。 

指紋センサーの交換 

• 指紋センサーを交換する必要びある場合は、 L ソ下の作業を行ってください。 
ハードディスクへの登録： 

[ A — ドディスクへの登録]に設定してある場合は 、 [Protector Suite ] はデバイ 
ス上にどのデータち保巧していませんので、センサーを交換した後ち問題あ 
りません。しかし、パワーオンセキュリティ（リブート認証）を使っている 
場合は、[指紋の管理]を使って関係データをアップデートすることび必要にな 
る場合びあります。 

デ八イスへの登録： 

指紋びデバイスに登録されている場合は、新しいパスポートを要求されます。 
[所有者データの再登録] (今60ぺージ） を行ってください。 

Protector Suite の再インストール 

• Protector Suite を再インストールする前に、アンインストールしてください 
(今60ぺー ジ）。 アンインス! — ルび終了してか5 、 Protector Suite をインス 

I ルしてください （今53ぺー ジ）。 

• Protector Suite をアンインストールしている間に、パスポートを含む Protector 
Suite データを消去する/しないを選択でさます。 

• 再インス I ル後にパスワードまたはパスワードバンクのデータを使いたい 
場合は 、 [Protector Suite *.* のデータを後か5使用できるように残ず]を選択 
してください。インス!ルの後、再びデータを使用ずることびでさます。 

• [全ての Protector Suite *.* のデータを削除ずる]を選択した場合、再インス 
トール後に再登録するぶ、要びありまず。 

指紋データの登録場巧を変えたい場合は 、 Protector Suite の再インストールび 
必要です。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ） 


[File Safe ] のバックアップパスワード 
を消失した。 

• [File Safe ] バックアップパスワードを変更する必要びあります。ソフトウェア 
のヘルプをご覧ください。 

(スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ]- [コント□-ル 
センタ-]- [ ヘルプい[チュートリアル]をクリックする。 

Protector Suite をアンインストールし 
た後に [File Safe ] にアクセスしたい。 

• [File Sa 间データへは Protector Suite を使ってのみアクセスできます。誤って 
Protector Suite をアンインストールした場合は、再インストールのぶ、要びあり 
ます。アンインス!ルの間にパスポートを取り除かなかった場合は 、 [File 

Sa 词を含むずべてび自動的に働きまず。アンインス I ルの間にパスポート 
データを取0除いた場合は 、 [File Safe ] はインス I -ールび変わったことを認識 
して、代わりにバックアップパスワードの使用を提ちします。 

パソコンびクラッシュした後に [File 
Safe ] にアクセスしたい。 

• エクスポートしたパスポートを持っている場合は、すぐにインポートすると、 
指紋を使って [File Safe ] にじかにアクセスできるようになります。または、 

[File Sa 词 バックアップパスワードを使って [File Sa 词 にアクセスできまず： 
[File Sa 词 はインス I -- ルび変わったことを認識して、代わりにバックアップ 
パスワードの使用を提ちします。 

指紋センサーか！5データを消去した 
い。 

• 「デバイスへの登録」に設定した場合、パスポートデータはデバイスに保存さ 
れます。[ユーザーデータの削除]で既存のパスポートを消去して<ださい。 

操作中に「センサーか5指をはなして 
ください」といラメッセージび表示さ 
れる。 

• じ1下の手順で指紋センサーを一時的に無効にでをまず。 

① 画面も下の通知領域の。をクリックし 、 (Protector Suite ) をも 
クリックする。 

③ [センサーを使わない]を選ぶ。 

-アイコンびグレー表ちされまず。 

• 指紋センサーを有効にずるには、じ1下の手順を行ってください。 

① (Protector Suite ) をもクリックする。 

③ [センサーを使ラ]を選ぶ。 
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■ ユーザーの簡易切り替え機能 


アプリケーションソフトなどび正しく 
動作しない。 


• ユーザー簡易切り替え機能を使用して別のユーザーに切り替えると、 LU 下の 
よラな問題び起きる場合びあります。 

-アプリケーシヨンソフトび正しく動作しない。 

- f 百とのキーの組み合わせび動作しない。 

-画面の設定びでをない。 

-シリアルマウスび動作しない。 

• <セキュ U ティチップ （ TPM ) 内蔵モデルのみ> 

内蔵セキュリティチップ （ TPM ) の Personal Secure Drive び動作しなし)。 
-く無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

無線 LAN び使えない。 

•く Bluetooth 内蔵モデルのみ> 

Bluetooth び使えない。 

このよラな場合は、ユーザーの簡易切り替え機能を使わずにすべてのユー 
ザーを□グオフした後、再度□グオンして操作してください。それでち正し 
く動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 


■ その他 


応答びない。 


• Ctrl+Shift+Esc を巧してタスクマネージャーを起動し、応答のないアプ U 
ケーションソフトを終了してください。 

• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウインドウで隠れ 
ていませんか？な ii + Ti 由で表ちされている画面を確認してください。 

• 電源スイッチを4秒な上巧してパソコンを強制終了した後、再度電源を入れ、 
アプ U ケーションソフトを起動してください。それでち正常に動作しない場 
合は、下記の操作を行ってください。 

① @ (スタート）-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムのアンインス I ル] 
をクリックする。 

② そのアプリケーションソフトをいったん削除してか5再度インス I 
ルする。 
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パソコンの使用状態を確認する 


PC 情報ビユーアーを使ラと、パソコンの使用状態を確認ずることびでさます。 BIOS のパ'-ジョンやインス I ルされて 
いるアプリケーションソフトやドライバーの名称などび確認でさ、お問い合わせ時にち役立ちまず。 


お知5せ 


• 本機では、八ードディスクドライブの管理情報などび八ードディスク内に定期的に記録されまず。記録されるデー 
夕量は、1回あたり最大1024バイトでず。これ5の情報は万が一、八ードディスクび故障したとさの原因を推定する 
ためにのみ使用ずるちので、本情報をネットワーク経由で外部に発信したり、目的じ(かに使用したりすることはあ 
りません。この機能を無効にずるには、 PC 情報ビューアーの[八ードディスク使用状況]の[管理情報の履歴を自動 
的に記録する機能を無効にずる]のチェックボックスにチェックマークを付けて [0 K ] をクリックしてください。 

. 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

• 実行中は、 PC 情報ビューアーの画面は、常に手前に表おされまず。 

• Guest アカウントで□グオンした場合は、一部 r 未検出」と表をされる情報びありまず。 

• ネットワーク環境によっては、 PC 情報ビューアーび起動するのに時間びかかる場合びあります。 


1 曾 (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビユーア ー]-[ PC 情報ビユー 
アー] をク U ックする。 

2 項目をクリックして、その項目の詳細情報を表示ずる。 

■ 情報をテキストファイルで保巧ずる 

1 保存したい情報を表示ずる。 

2 [保を]をクリックする。 

3 ファイル保をする節囲を選択し、 [ OK ] をクリックする。 

4 情報を保をするフォルダーを選択し、ファイル名を入力して[保を]をクリックずる。 
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• [管理情報の履歴を自動的に記録する機能を無効にする]にチェックマークび付いていない場合、あ5かじめ記録され 
ている八ードディスクドライブの管理情報などの履歴ち保存されまず。 

■ 画面のコピーを画像ファイルに保存ずる 


1 保をしたい画面を表示する。 

2 国百+ 50 + 17を巧ず。 

3 メッセージび表示された 5[0 K ] をクリックずる。 

[ドキュメント]フォルダーに画面の画像ファイルび保巧されまず。 

• 次の操作で保存ずることちでさます。 

® (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ 画面コピ ー] をクリックする。 


お知5せ 


• 画働ま256色のビットマップファイルでず。 

• 拡張デスクトップモード （今46ページ） を使用しているとさは、プライマリーデバイス側に表をしている画面び保 
巧されます。 

• 工場出荷時は、コピーするキーの組み合わせは@百+呈11+巧になっています。次の手順で変更ずることちでさま 
す。 

① 管理ちのユーザーアカウントで Windows に□グオンずる。 

② @ (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューアー]をクリックする。 

③ [画面 コピ ー ] をちクリックし、 [ プ □ パティ]-[シヨー トカッ h をクリックずる。 

④ 力ーソルを[シヨートカットキー]に動かし、シヨートカットに使うキーを巧す。 

⑥ [0 K ] をクリックする。 

⑥ 「アクセス拒否」画面で[続行]をクリックずる。 
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